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合言葉は合言葉は「森岳歌舞伎を通じて、町おこし、「森岳歌舞伎を通じて、町おこし、
　　　　　人づくり、ふるさと創生をはかろう」　　　　　人づくり、ふるさと創生をはかろう」

～森岳歌舞伎保存会～
　毎年 9月に森岳地区の八幡神社で舞の奉納が行われる伝統の森岳歌舞伎、この時期にな
ると、生活は歌舞伎一色、地域に愛される歌舞伎を演じていこうと日々切磋琢磨する「森
岳歌舞伎保存会」のみなさんを紹介します。

　
「
森
岳
歌
舞
伎
」
は
江
戸
時
代
中
期
に

始
ま
っ
た
と
言
わ
れ
、
毎
年
９
月
に
森
岳

の
八
幡
神
社
に
あ
る
農
村
歌
舞
伎
会
館
で

奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
は
町
内
外
の
芸
能
団
体
が
一

堂
に
会
し
て
披
露
さ
れ
る
「
伝
統
芸
能
の

祭
典
」
と
の
同
時
開
催
で
行
わ
れ
、
９
月

16
日
、
山
本
ふ
る
さ
と
文
化
館
と
農
村
歌

舞
伎
会
館
を
会
場
に
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
63
年
、
過
疎
化
な
ど
の
影
響
で
、

日
本
各
地
の
伝
統
芸
能
が
廃す

た

れ
て
い
く

中
、
森
岳
歌
舞
伎
も
後
継
者
不
足
に
よ
り

一
時
活
動
停
止
を
余
儀
無
く
さ
れ
ま
し

た
。

　

し
か
し
平
成
３
年
、
歌
舞
伎
を
演
じ
て

い
た
10
代
、
20
代
の
青
年
達
が
中
心
と

な
っ
て
森
岳
歌
舞
伎
を
復
活
し
ま
す
。

　

そ
の
活
動
は
フ
ラ
ン
ス
国
営
テ
レ
ビ

「
チ
ャ
ン
ネ
ル
３
」
に
よ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
各
国
は
じ
め
、
カ
ナ
ダ
、
ブ
ラ
ジ
ル
な

ど
で
放
映
さ
れ
一
躍
脚
光
を
浴
び
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

番
組
の
冒
頭
、
颯
爽
と
バ
イ
ク
で
走
る

姿
を
紹
介
さ
れ
る
「
ム
ッ
シ
ュ　

イ
シ
ヅ

カ
」
こ
と
石
塚
善
信
（
保
存
会
会
長
）
さ

ん
は
仲
間
た
ち
と「
森
岳
歌
舞
伎
保
存
会
」

を
立
ち
上
げ
伝
統
芸
能
に
よ
る
地
域
お
こ

し
と
、
人
づ
く
り
を
目
指
し
て
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。

　

９
月
11
日
、
歌
舞
伎
奉
納
が
迫
っ
て
練

習
に
熱
の
こ
も
っ
た
農
村
歌
舞
伎
会
館
を

訪
れ
ま
し
た
。

　

午
後
７
時
、
子
ど
も
た
ち
の
演
目
で
あ

る
「
三
番
叟
」
の
稽
古
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
演
じ
る
の
は
三
年
目
の
嶋
田
暖
く

ん
と
初
め
て
歌
舞
伎
に
挑
戦
す
る
嶋
田
孝

太
朗
く
ん
の
二
人
。
例
年
一
人
で
行
っ
て

き
た
演
目
が
初
め
て
二
人
に
増
え
る
と
い

う
嬉
し
い
出
来
事
に
、
稽
古
も
力
が
入
り

ま
す
。

　

小
学
生
が
終
わ
る
と
、
大
人
達
の
稽
古

が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
の
演
目
は
、「
一

谷
嫩
軍
記　

あ
ば
ら
屋
の
段
」、
森
岳
歌

舞
伎
の
十
八
番
で
す
。

　

落
ち
の
び
た
平
家
の
平
忠た

だ

度の
り

を
中
心

に
、
許い

い
な
づ
け嫁「

菊
の
舞
」
と
の
悲
恋
や
、
乳

母
「
は
や
し
」
と
息
子
の
「
太た

吾ご

平ひ
ょ
う

」、

人
足
回
し
の
「
茂も

次じ

兵べ

衛え

」
の
掛
け
合
い

や
忠
度
と
源
氏
方
の
武
将
の
情
の
こ
も
っ

た
場
面
な
ど
、
笑
い
あ
り
、
涙
あ
り
の
物

語
で
す
。

　

中
学
二
年
生
の
高
崎
一
輝
さ
ん
は
、
源

氏
方
の
武
将
「
岡
部
六
弥
太
忠た

だ

純す
み

」
を
演

じ
ま
す
。
小
学
生
で
始
め
た
ク
ラ
ブ
活
動

で
そ
の
魅
力
に
と
り
つ
か
れ
毎
年
参
加
し

て
い
ま
す
。
今
年
は
初
め
て
大
役
を
任
さ

れ
気
合
が
入
り
ま
す
。

　

平
忠
度
役
の
児
玉
佳
史
さ
ん
と
忠
度
を

追
う
梶
原
平
次
景か
げ

高た
か

役
の
小
野
幹
基
さ

ん
。
師
匠
達
の
演
じ
る
歌
舞
伎
に
憧
れ
て

入
っ
た
二
人
。
師
匠
に
追
い
つ
け
追
い
越

森
岳
歌
舞
伎
保
存
会

歌
舞
伎
稽
古
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せ
と
、
稽
古
に
打
ち
込
み
ま
す
。
忠
度
と

景
高
が
対
峙
す
る
場
面
は
特
に
念
入
り

に
、
休
憩
中
も
二
人
の
稽
古
は
続
き
ま
し

た
。

　

女
形
を
演
じ
る
の
は
忠
度
の
乳
母
「
は

や
し
」
役
、
三
浦
和
也
さ
ん
と
、
忠
度
の

許
嫁
「
聴
く
野
舞
」
役
の
池
内
卓
也
さ

ん
。
女
性
の
仕
草
も
堂
に
入
っ
た
も
の
で

す
が
、
ま
だ
ま
だ
試
行
錯
誤
の
連
続
と
の

こ
と
。
練
習
中
も
細
か
な
部
分
ま
で
意
見

を
出
し
合
い
稽
古
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
「
は
や
し
」
の
息
子
「
太
吾
平
」
役
の

嶋
田
洸
さ
ん
と
、
人
足
回
し
の
「
茂
次
兵

衛
」
役
、
三
浦
民
晴
さ
ん
は
、
実
家
に
盗

み
に
入
り
、
開
き
直
る
太
吾
平
と
の
軽
快

な
掛
け
合
い
が
、
見
る
も
の
の
笑
い
を
誘

う
、
物
語
の
見
せ
場
の
一
つ
。
見
る
人
を

練習後の楽しみ　歌舞伎談義に花が咲く

新堀鉄雄さん新堀鉄雄さん

嶋田善四さん嶋田善四さん信太清勝さん信太清勝さん

三浦邦文さん三浦邦文さん 児玉佳史さん児玉佳史さん

池内卓也さん池内卓也さん 三浦和也さん三浦和也さん

小野幹基さん小野幹基さん

今野順一さん今野順一さん 高崎一輝さん高崎一輝さん

嶋田孝太朗くん嶋田孝太朗くん

嶋田暖くん嶋田暖くん

楽
し
ま
せ
よ
う
と
ア
ド
リ
ブ
も
飛
び
出

し
、稽
古
は
遅
く
ま
で
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

下
座
で
美
声
を
響
か
せ
る
の
は
副
会
長

の
嶋
田
善
四
さ
ん
。
独
学
で
覚
え
た
と
い

う
三
味
線
と
笛
を
担
当
す
る
信
太
清
勝
さ

ん
。
舞
台
裏
で
演
出
と
太
鼓
を
担
当
す
る

三
浦
邦
文
さ
ん
達
ベ
テ
ラ
ン
勢
は
、
若
い

役
者
を
支
え
る
縁
の
下
の
力
持
ち
。

　

若
手
か
ら
の
相
談
に
、
熱
心
に
ア
ド
バ

イ
ス
し
ま
す
が
、「
こ
う
だ
と
決
ま
っ
た

も
の
は
な
い
。」
と
の
こ
と
。「
歌
舞
伎
は

変
わ
っ
て
い
い
も
の
、
カ
ッ
コ
よ
く
演
じ

て
も
ら
い
た
い
。」
と
心
意
気
を
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
衣
装
か
ら
大
道
具
ま
で
全
て
手

作
り
し
て
し
ま
う
、
道
具
担
当
の
新
堀
鉄

雄
さ
ん
や
音
響
や
照
明
で
演
出
を
一
手
に

引
き
受
け
る
新
堀
豊
宏
さ
ん
は
じ
め
、
多

く
の
方
達
が
集
ま
っ
て
歌
舞
伎
を
支
え
、

稽
古
は
夜
遅
く
ま
で
続
き
ま
し
た
。

歌
舞
伎
は
変
わ
る
も
の

カ
ッ
コ
よ
く
演
じ
た
い

広報 みたね
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森
岳
歌
舞
伎
保
存
会
に
つ
い
て

　

平
成
３
年
に
地
域
の
み
な
さ
ん
の
後
押

し
も
あ
っ
て
、
同
年
に
「
森
岳
歌
舞
伎
保

存
会
」
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
以
来
、
毎
年
１
回
の
八
幡
神
社
へ
の

奉
納
を
目
標
に
、
演
じ
手
も
観
客
も
一
緒

に
な
っ
て
楽
し
め
る
歌
舞
伎
を
、
地
域
の

み
ん
な
で
作
り
あ
げ
た
い
と
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
目
標
は

　

一
番
は
、
子
ど
も
を
中
心
と
し
た
後
継

者
を
育
て
伝
承
す
る
こ
と
。
な
か
な
か
う

ま
い
方
策
が
見
つ
か
ら
ず
悩
ん
で
い
た

時
、
森
岳
小
学
校
か
ら
ク
ラ
ブ
活
動
で
歌

舞
伎
を
教
え
て
欲
し
い
と
話
が
来
た
時

は
、
私
た
ち
と
地
域
、
学
校
の
想
い
が
一

緒
だ
っ
た
こ
と
に
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま

し
た
。

　

も
う
一
つ
は
、
結
成
当
初
か
ら
の
合
言

葉
「
森
岳
歌
舞
伎
を
通
じ
て
、町
お
こ
し
、

人
づ
く
り
、ふ
る
さ
と
創
生
を
は
か
ろ
う
」

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
仲
間
と
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
愛
す
べ

き
森
岳
歌
舞
伎
の
発
展
に
努
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

９
月
16
日
、
伝
統
芸
能
の
祭
典
が
行
わ

れ
、
昼
の
部
で
は
森
岳
小
学
校
児
童
に
よ

る
「
白
浪
五
人
男
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
児
童
た
ち
の
考
案
に
よ
る
「
森
岳
歌

舞
伎
弁
当
」
の
販
売
も
行
わ
れ
大
人
気
で

し
た
（
祭
典
の
模
様
は
＝
ｐ
32
生
涯
学
習

通
信
せ
せ
ら
ぎ
掲
載
）。

　

夕
方
６
時
、
歌
舞
伎
会
館
で
は
祭
典
の

夜
の
部
が
幕
を
あ
け
ま
し
た
。

　

嶋
田
副
会
長
に
よ
る
舞
台
清
め
が
行
わ

れ
、
い
よ
い
よ
暖
く
ん
と
孝
太
朗
く
ん
に

よ
る
「
三
番
叟
」
で
す
。可
愛
ら
し
く
も
、

ぴ
っ
た
り
と
息
の
あ
っ
た
舞
に
会
場
か
ら

は
大
き
な
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
、
舞
台
裏

で
は
無
事
演
じ
き
っ
た
二
人
を
皆
が
満
面

の
笑
み
で
迎
え
入
れ
て
い
ま
し
た
。
続
い

て
女
子
児
童
に
よ
る
「
森
岳
通
り
音
頭
」、

昼
の
部
に
続
き
、森
岳
子
ど
も
歌
舞
伎「
白

浪
五
人
男
」
が
登
場
す
る
と
会
場
か
ら
は

お
捻
り
も
飛
び
出
す
人
気
ぶ
り
で
し
た
。

続
い
て
花
柳
流
に
よ
る
舞
踊
、
取
り
は
も

ち
ろ
ん「
一
谷
嫩
軍
記　

あ
ば
ら
屋
の
段
」

で
す
。

　

笑
い
あ
り
、
涙
あ
り
の
場
面
に
観
客
は

引
き
込
ま
れ
、
会
場
か
ら
は
惜
し
み
な
い

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

歌
舞
伎
を
終
え
て
、
座
長
の
今
野
順
一

さ
ん
は
「
こ
の
時
期
は
生
活
が
歌
舞
伎
一

色
。
仕
事
も
休
ん
で
稽
古
や
準
備
と
大
変

で
す
が
、
森
岳
歌
舞
伎
後
援
会
の
み
な
さ

ん
は
じ
め
、
地
域
、
学
校
の
先
生
方
の
協

力
が
と
て
も
有
難
い
で
す
。」
と
感
謝
の

言
葉
と
と
も
に
、「
全
員
で
成
功
さ
せ
た

達
成
感
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
仲
間
達
と
さ

ら
に
精
進
し
、
歌
舞
伎
を
続
け
て
い
き
た

い
で
す
。」
と
力
強
い
抱
負
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

岡部六弥太忠純（左）と平忠度岡部六弥太忠純（左）と平忠度

「三番叟」二人の息もぴったり

太吾平、茂次平、はやし
三人のドタバタ劇に会場から大きな笑い三人のドタバタ劇に会場から大きな笑い

年に一度の大舞台を終えた達成感は格別

保
存
会
で
は
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
石
塚
会
長
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
（
☎
８
３
―
２
５
２
５
）

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

「三番叟 二二人の息ももももももももももももももももぴぴっぴっぴっぴっったり「三番叟 二人の息もぴったり

年に年に 度一度の大の大舞台台を終をを終ををを えたえたええええええ 達成達成感は感は格格年に一度の大舞台を終えた達成感は格別

太吾太 平 茂茂次平平平 はやし太吾平 茂次平 はやし

森岳歌舞伎保存会会長
石塚　善信さん

伝
統
芸
能
の
祭
典

平成30年10月 4



〜
三
種
の
輪　

町
民
祭
で　

つ
な
げ
よ
う
〜

第13回

紙アプリ紙アプリがが
やってくる！やってくる！
紙に書いた絵が

、
紙に書いた絵が

、

映像で動くよ！映像で動くよ！

場所  小会議室小会議室

“心のあたたかさ命のすばらしさ”を
考えるフォーラム

講師  日本笑い学会秋田県人会事務局長
　　  すずきクリニック院長　鈴木  裕之 氏
日時 10月21日　10：00～
場所  サブアリーナ

クリニック漫談
「楽しく笑って長生き人生」

町民祭キャッチフレーズ町民祭キャッチフレーズについてについて

～たくさんのご応募ありがとうございました～

消費者行政推進事業　特別講演

コメディーショー
～振り込め詐欺に

気を付けて～
講師  マギー司郎 氏
日時 10月21日  14：30～
場所  サブアリーナ

消費者

ココ
～～

◆問い合わせ先　企画政策課　企画係　☎85－4817

観覧無料

観覧無料体験無料

　町内にお住まいの方で、町民祭会場
までの移動手段がない方を対象に移送
サービスを実施します。
　サービスを利用する場合は事前予約
が必要ですので、次のところまでお申
込みください。

申 込 先：企画政策課　企画係 ☎85－4817
申込期限：10月13日まで
利用対象：町内にお住まいの３人以上のグループ

　お近くにお住まいの友人・知人等、お誘い合わせのうえお申し
込みください。なお、送迎時間については申込み状況により、時
間調整をお願いする場合がありますのでご了承ください。

●●紙アクアリウム　紙アクアリウム　2020日日
●●紙レーサー　　　紙レーサー　　　2121日日

移送サービス移送サービス
実  施

★農林水産物直売コーナー
★餅まき（20日 12：00～）
★豚汁ふるまいコーナー（21日 10：00～）
★苗木プレゼント（21日 10：00～）
★釣り堀（21日）　　★三種町企業展
★観光・イベント・じゅんさい製品PRコーナー

★学校作品（図画、習字、工作、手芸ほか）展示
★生涯学習作品、芸術文化協会作品、一般作品展示
　（書道、華道、写真、手芸、俳句、短歌ほか）

★町内中学校による吹奏楽演奏（20日 9：30～）
★保育園、幼稚園児による発表（20日 10：00～）
★餅まき（20日 12：00～）
★一般・芸術文化協会加盟団体等による発表（20日 13：00～）
★“心のあたたかさ 命のすばらしさ”を考えるフォーラム（21日 10：00～）
★消費者行政推進事業 特別講演会 マギー司郎氏講演会（21日 14：30～）
★協賛品抽選会（20日 10：45～　21日 11：30～）

産業部門業

文化部門

ステージ

★抹茶コーナー ★行政相談コーナー
★バザー ★おしゃべり･コーヒーサロン
★木工体験 ★ケアマネージャー
★骨粗鬆症予防コーナー ★包丁研ぎ
★チェーンソーアート ★カイロプラクティックコーナー
★スピードガンコンテスト ★ハンドメイドマーケット

そ の 他

採用作品 『三種の輪　町民祭で　つなげよう』
八竜中学校１年　三浦　蒼

あお

衣
い

さん
佳　　作 『うれしいね　みんなにあえる　町民祭』

金岡小学校１年　山谷　心
み

優
ゆ

さん
 『広げよう　笑顔あふれる　三種の魅力』

浜口小学校２年　金子　陽
ひ な た

向さん
 『みんなの夢　ここに集まれ　町民祭』

浜口小学校５年　相澤　悠
ゆう

真
ま

さん

と　

き　

10
月

20
日
～

21
日

と
こ
ろ　

琴
丘
総
合
体
育
館

20日
21日

広報 みたね
mitane town
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前売り券の種類 発売枚数
1 【舞台挨拶付】１月19日（土）１回目上映　全国共通特別鑑賞券 360
2 【舞台挨拶付】１月19日（土）２回目上映　全国共通特別鑑賞券 360
3 【舞台挨拶付】全国共通特別鑑賞券（1/19以外） 1,280
4 全国共通特別鑑賞券 5,000

前売り券取扱場所 販　売　日 連 絡 先
三種町町民祭特設売場
（琴丘総合体育館） 10月20日～21日 ☎85-4830

実行委員会事務局
（商工観光交流課内）

10月22日～1月18日
土日祝日・年末年始休業 ☎85-4830

砂丘温泉ゆめろん 10月22日～1月18日
定休：毎月第２水曜日 ☎85-4126

三種町観光協会 道の駅「ことおか」
ふるさと資源情報センター内

10月22日～1月18日
年末年始休業 ☎88-8020

森岳温泉ゆうぱる 10月22日～1月18日
定休：毎月第４火曜日 ☎83-4641

◆問い合わせ先　映画「デイアンドナイト」制作支援三種町実行委員会　（商工観光交流課内）☎85－4830

映
画

公
開
決
定
！

三
種
町
で
は
全
国
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
に
先
駆
け
先
行
上
映

ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
に
よ
る
舞
台
挨
拶

　

昨
年
三
種
町
で
ロ
ケ
が
行
わ
れ
、
町
実
行
委
員
会
が

制
作
支
援
を
行
っ
た
、
俳
優
山
田
孝
之
さ
ん
初
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
作
品
と
し
て
も
注
目
を
集
め
る
、
映
画
『
デ

イ
ア
ン
ド
ナ
イ
ト
』
の
全
国
公
開
が
平
成
31
年
1
月

26
日
に
決
定
し
ま
し
た
。
三
種
町
で
は
全
国
ロ
ー
ド

シ
ョ
ー
に
先
駆
け
て
1
月
19
日
か
ら
1
週
間
限
定
で

「
山
本
ふ
る
さ
と
文
化
館
」
に
て
先
行
上
映
が
行
わ
れ

ま
す
。 

　

上
映
初
日
の
1
月
19
日
は
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
を
招

い
た
舞
台
挨
拶
を
琴
丘
総
合
体
育
館
で
開
催
し
ま
す
。

前
売
り
券
を
下
記
施
設
で
販
売
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

●開 催 日  平成31年１月19日（土）
※【舞台挨拶付】前売券購入者2000人入場可
●開催場所  琴丘総合体育館

舞 台 挨 拶

●上映期間  平成31年１月19日（土）
～１月25日（金）

●上映場所  山本ふるさと文化館

先 行 上 映  

※先行上映期間中は、前売り券のみ入場可
能で、当日券はありません。上映時間等
の詳細は、町ホームページ等で追ってお
知らせします。

©2019「デイアンドナイト」製作委員会

※左記売場のみで販売。事前予約、郵
送不可。
※転売禁止。
※舞台公演が中止になった場合でも払い
戻しできませんのでご留意ください。
※舞台挨拶付前売り券は、舞台挨拶会
場へ入場の際、チケットを確認しお
返しします。映画鑑賞後の半券でも
入場できます。
※山本ふるさと文化館（1/19～25日）
での上映は全て自由席となります。
　なお、満席の場合は、お座りいた
だけない可能性がありますので、上
映日は余裕をもってご来場ください。
　他劇場でご覧になる場合は、座席の
引き換えが必要となる場合がありま
すのでご注意ください。

金　　　額 1,000円（税込）　子ども（３歳以上）同料金
使用可劇場  三種町・鹿角市・秋田市先行上映会場、全国公開劇場全国共通特別鑑賞券

前売り券販売前売り券販売

平成30年10月 6



広告

長
年
の
功
績
を
た
た
え
て

身
体
障
が
い
者
福
祉
事
業
関
係
者

秋
田
県
知
事
表
彰　

受
賞

金　

子　

正　

道 

さ
ん

知
的
障
が
い
者
福
祉
事
業
関
係
者

秋
田
県
知
事
表
彰　

受
賞

床　

田　

昭　

治 

さ
ん

　

身
体
障
が
い
者
・
知
的
障

が
い
者
関
係
団
体
に
お
け
る

活
動
や
、
団
体
育
成
強
化
等

の
功
績
を
讃
え
、
団
体
育
成

功
労
者
と
し
て
金
子
正
道
さ

ん
（
大
口
）
と
床
田
昭
治
さ

ん
（
鹿
渡
）
が
県
知
事
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、岩
谷
與
吉
さ
ん（
向

達
子
）、三
浦
金
昭
さ
ん
（
金

光
寺
）
が
団
体
育
成
功
労
者

と
し
て
秋
田
県
身
体
障
が
い

者
福
祉
協
会
長
表
彰
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　

と
も
に
こ
れ
ま
で
の
ご
活

躍
や
地
域
へ
の
ご
尽
力
が
讃

え
ら
れ
て
の
も
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
の

ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

第
16
回

床田昭治さん 金子正道さん

秋
田
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

９
月
１
日
と
15
日
、
秋
田
市
を
会
場
に
第
16
回
秋
田
県
障
が

い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
種
町
か
ら
は
、
陸
上
競
技
に
９
名
、
卓
球
に
１
名
が
参
加

し
、
応
援
団
の
声
援
を
背
に
受
け
大
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●陸上競技（ジャベリックスロー）
　金　髙橋　善治（和田）
　金　池内　廣孝（森岳中沢）
　金　小林　一隆（新田）
　金　加賀谷裕子（浜田）
　銀　近藤　敬夫（川代）
　銀　加賀谷金秋（浜田）

●陸上競技（ソフトボール投げ）
　金　菅原　定夫（大口）
　金　信太ミチ子（豊岡）
　銀　袴田　一男（新田）

●卓　球
　金　板垣　雄平（内鯉川）

広報 みたね
mitane town
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　平成30年９月三種町議会定例会が、９月10日か
ら21日の会期で開催されました。
　平成30年度三種町一般会計補正予算（案）など
議案等32件を審議し、原案どおり可決されました。
　開会初日に町長が行政報告を行いましたので、そ
の主な趣旨と審議された主な議案についてお伝えし
ます。

三　種　町
議会定例会

平成30年９月

行

政

報

告

職
員
採
用
試
験

　

今
年
度
の
職
員
採
用
試
験
は
、
大
学

卒
一
般
行
政
、
高
校
卒
一
般
行
政
、
保

育
士
の
３
区
分
で
募
集
を
行
い
ま
し

た
。
保
育
士
に
つ
い
て
は
申
込
み
が
な

か
っ
た
た
め
、
追
加
試
験
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

地
方
交
付
税

　

本
年
度
の
普
通
地
方
交
付
税
の

交
付
額
は
、
47
億
３
０
３
万
円
に

確
定
し
、
対
前
年
比
約
３
・
６
％
、

１
億
７
８
０
３
万
３
千
円
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。
合
併
に
よ
る
特
例
加
算
が

段
階
的
に
縮
減
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。
平
成
33
年
度
ま
で
に
一

本
算
定
に
移
行
さ
れ
る
予
定
で
、
影
響

額
は
７
億
円
程
度
と
推
計
さ
れ
ま
す
。

　

交
付
税
が
最
大
の
財
源
で
あ
る
本
町

で
は
、
町
有
施
設
や
事
務
事
業
の
更
な

る
見
直
し
な
ど
、
財
政
健
全
化
の
た
め

に
鋭
意
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
治
会
長
会
議

　

６
月
18
日
の
金
岡
小
学
校
区
を
皮
切

り
に
、
７
月
19
日
の
旧
鯉
川
小
学
校
区

ま
で
、
町
内
８
箇
所
で
開
催
し
、
自
治

会
か
ら
は
延
べ
２
１
３
名
の
参
加
を
頂

き
、
大
変
充
実
し
た
懇
談
の
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

会
議
の
中
で
は
、
建
設
的
な
ご
意
見

を
数
多
く
頂
き
ま
し
た
の
で
、
今
後
の

行
政
運
営
に
反
映
さ
せ
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

ク
ア
オ
ル
ト
事
業

　

町
民
の
継
続
的
な
健
康
づ
く
り
の
場

と
し
て
、
温
泉
浴
運
動
教
室
、
ポ
ー
ル

＆
ボ
ー
ル
教
室
、
ス
テ
ッ
プ
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
教
室
を
ゆ
め
ろ
ん
で
開
催
し
て
い

ま
す
。
７
月
末
ま
で
に
合
計
20
回
開
催

し
、延
べ
１
７
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
温
泉
と
ク
ア
オ
ル
ト
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
メ
ニ
ュ
ー
化
し
、
昨
年
度
よ
り

企
業
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

公
共
交
通
政
策

　

今
後
の
路
線
バ
ス
の
運
行
形
態
や
高

齢
者
の
交
通
手
段
確
保
と
い
っ
た
課
題

を
踏
ま
え
、
平
成
31
年
度
に
お
い
て
、

新
た
な
ル
ー
ト
で
町
民
バ
ス
等
の
試
験

運
転
を
開
始
で
き
る
よ
う
関
係
機
関
と

協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
の
課
税
状
況

　

個
人
町
民
税
の
、
本
年
度
当
初
調
定

金
額
は
４
億
９
１
７
９
万
５
千
円
で
、
対

前
年
比
４
・
18
％
増
、
１
９
７
５
万
円
の

増
額
と
な
り
ま
し
た
。
要
因
と
し
て
は
、

給
与
所
得
や
農
業
所
得
な
ど
が
対
前
年

比
増
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、

特
に
農
業
所
得
に
お
い
て
は
、
所
得
金

額
が
14
億
５
１
９
万
４
千
円
と
、対
前
年

比
24
・
28
％
増
、２
億
７
４
３
０
万
４
千

円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税

　

本
算
定
に
よ
る
調
定
額
は
、対
前
年
比

１
・
14
％
減
の
３
億
８
３
３
２
万
４
千

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
課
税
対
象
所
得

は
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
加
入
世
帯

数
・
被
保
険
者
数
の
減
少
に
よ
り
減
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。

消
防
競
技
大
会

　

７
月
29
日
に
開
催
さ
れ
た
「
能
代
市

山
本
郡
消
防
競
技
大
会
」
の
ポ
ン
プ
車

操
法
の
部
で
三
種
町
消
防
団
第
１
分
団

Ａ
班
が
第
１
位
に
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法

の
部
で
第
５
分
団
豊
岡
班
が
第
１
位

に
、第
４
分
団
泉
八
日
班
が
第
４
位
に
、

第
７
分
団
鵜
川
班
が
第
５
位
に
、
そ
れ

ぞ
れ
入
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
第
１
位
と
な
っ
た
第
１

分
団
Ａ
班
、
第
５
分
団
豊
岡
班
が
、
９

月
１
日
に
由
利
本
荘
市
で
開
催
さ
れ
た

「
第
55
回
秋
田
県
消
防
操
法
大
会
」に
能

代
市
山
本
郡
代
表
と
し
て
出
場
し
、
両

チ
ー
ム
と
も
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

平成30年10月 8



台
風
21
号
の
被
害
状
況

　

台
風
21
号
の
家
屋
等
の
被
害
状
況

は
、
9
月
６
日
午
後
４
時
現
在
で
、
住

家
被
害
が
４
件
、非
住
家
被
害
が
11
件
、

そ
の
他
６
件
で
合
計
21
件
と
な
っ
て
い

ま
す
。
幸
い
ケ
ガ
人
も
な
く
、
雨
に
よ

る
浸
水
被
害
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
浜
田
地
区
で
大
通
り
に
面

し
た
空
き
家
１
棟
が
倒
壊
し
、
緊
急
の

措
置
と
し
て
、
町
で
道
路
側
及
び
隣
家

側
の
外
壁
を
取
り
壊
し
、
が
れ
き
の
飛

散
防
止
の
措
置
を
行
い
ま
し
た
。

戦
没
者
追
悼
式

　

８
月
30
日
に
、
山
本
公
民
館
で
開
催

し
、
ご
遺
族
・
来
賓
合
わ
せ
て
70
名
の

方
々
に
ご
参
列
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

検
診
事
業

　

８
月
ま
で
の
集
団
健
診
の
申
込
者
に

対
す
る
受
診
率
は
、
基
本
・
特
定
健
診

が
87
・
５
％
、
胸
部
が
85
・
８
％
、
胃

が
ん
が
71
・
６
％
、
大
腸
が
ん
が
84
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
の
平
成
29
年
度

決
算
状
況

　

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
今
年
度
か

ら
運
営
主
体
が
県
へ
移
行
し
、
昨
年
度

に
税
率
の
引
上
げ
を
行
い
ま
し
た
が
、

５
年
続
い
た
単
年
度
収
支
の
赤
字
を
、

約
６
７
４
３
万
４
千
円
の
黒
字
へ
と
改

善
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
一
人
当
た
り
の
保
険
給
付
費

は
、
依
然
と
し
て
右
肩
上
が
り
の
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療

　

平
成
29
年
度
の
保
険
料
収
納
実
績
に

つ
い
て
は
、
現
年
度
分
が
99
・
８
％
と

前
年
比
０
・
22
ポ
イ
ン
ト
の
増
、
滞
納

繰
越
分
は
44
・
７
％
と
前
年
比
15
・
２

ポ
イ
ン
ト
の
増
と
、
共
に
県
平
均
を
上

回
り
ま
し
た
。

本
年
産
米
の
作
柄
概
況

　

８
月
15
日
現
在
に
お
け
る
水
稲
の
作

柄
は
、
県
北
地
域
で
「
平
年
並
み
」
と

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

平
成
31
年
１
月
か
ら
開
始

さ
れ
る
『
収
入
保
険
』

　

全
て
の
農
産
物
を
対
象
に
収
入
減
少

を
補
て
ん
す
る
も
の
で
、
担
い
手
農
家

に
限
ら
ず
、
青
色
申
告
を
さ
れ
て
い
る

農
業
者
が
加
入
で
き
る
制
度
で
す
。

　

本
年
11
月
ま
で
に
加
入
申
請
の
手
続

き
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、

加
入
手
続
き
の
周
知
に
努
め
ま
す
。

農
林
業
施
設
の
災
害
復
旧
事
業

　

５
月
18
日
の
豪
雨
災
害
に
つ
い
て

は
、
８
月
９
日
に
国
に
よ
る
現
地
査
定

が
完
了
し
、
復
旧
工
事
の
発
注
準
備
を

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
地
農
業
用
施
設
に
お
い
て

は
、
国
庫
補
助
事
業
へ
申
請
で
き
な
い

小
規
模
な
被
災
箇
所
に
つ
い
て
、
農
業

者
自
ら
が
行
う
復
旧
工
事
に
対
し
、
町

単
独
の
補
助
金
を
交
付
す
る
な
ど
し
て

復
旧
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
８
月
16
日
に
発
生
し
た
大
雨

災
害
で
は
、
５
箇
所
を
国
庫
補
助
事
業

へ
申
請
す
る
予
定
で
す
。

松
く
い
虫
被
害
対
策

　
石
倉
山
公
園
お
よ
び
、こ
と
お
か
中
央

公
園
で
防
除
作
業
を
完
了
し
て
い
ま
す
。

　

八
竜
地
区
の
海
岸
部
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
秋
季
被
害
木
調
査
を
行
い
、

被
害
の
拡
大
防
止
・
阻
止
に
努
め
ま
す
。

鳥
獣
被
害
防
止
対
策

　

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
目
撃
情
報
と
農
作

物
へ
の
被
害
情
報
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
県
や
警
察
な
ど
関

係
機
関
と
連
携
し
、
人
的
被
害
の
防
止

と
農
作
物
の
被
害
軽
減
に
努
め
ま
す
。

　

な
お
、
８
月
末
現
在
、
箱
ワ
ナ
で
捕

獲
し
た
ク
マ
は
６
頭
で
す
。

じ
ゅ
ん
さ
い
関
係
事
業

　

流
し
じ
ゅ
ん
さ
い
の
イ
ベ
ン
ト
を
、

「
リ
ゾ
ー
ト
し
ら
か
み
号
」の
乗
客
を
対

象
に
３
回
、
ク
ル
ー
ズ
船「
に
っ
ぽ
ん

丸
」
の
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
乗
客
を

対
象
に
１
回
、計
４
回
実
施
し
ま
し
た
。

　

７
月
１
日
に
は
、「
第
５
回
世
界
じ
ゅ

ん
さ
い
摘
み
採
り
選
手
権
大
会
」
を
開

催
し
、79
人
の
選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。

森
岳
温
泉
の
活
性
化
対
策

　

昨
年
８
月
に
発
足
し
た
森
岳
温
泉
活

性
化
協
議
会
を
、
今
年
度
は
２
回
開
催

し
て
い
ま
す
。
年
内
に
は
具
体
的
な
活

性
化
対
策
を
ま
と
め
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

サ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト

　

７
月
28
日
、
29
日
に
「
Ｓ
ａ
ｎ
ｄ 

Ｚ
Ｏ
Ｏ
〜
砂
の
動
物
園
〜
」を
共
通
テ
ー

マ
と
し
て
行
い
ま
し
た
。２
日
間
と
も
天

候
に
恵
ま
れ
、
来
場
者
は
約
３
万
５
千

人
で
、
今
年
も
大
変
賑
や
か
な
イ
ベ
ン

ト
に
な
り
ま
し
た
。

広報 みたね
mitane town
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森
岳
温
泉
夏
ま
つ
り

　

８
月
19
日
に
開
催
し
、「
岡
本
真
夜
」

さ
ん
の
野
外
コ
ン
サ
ー
ト
等
で
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
来
場
者
は
、
昨
年

よ
り
１
千
人
程
度
多
い
、
約
１
万
２
千

人
で
し
た
。

台
湾
交
流
事
業

　

８
月
20
日
か
ら
23
日
に
実
施
さ
れ
た

秋
田
県
台
湾
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
事
業
に

併
せ
て
、
当
町
と
友
好
交
流
を
行
っ
て

い
る
南
投
県
政
府
文
化
局
へ
の
表
敬
訪

問
も
行
い
、
今
後
も
相
互
交
流
を
推
進

し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
て
き
ま
し
た
。

　

秋
田
県
台
湾
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
事
業

で
は
、
じ
ゅ
ん
さ
い
の
里
活
性
化
協
議

会
が
参
加
し
た
秋
田
県
食
品
Ｐ
Ｒ
商
談

会
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

地
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
設
立
に

向
け
た
取
組
み

　

平
成
28
年
度
か
ら
、「
あ
き
た
白
神

観
光
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
」
を
設
置
し
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
等
の
勉
強
会
や
検

討
会
を
開
催
し
て
お
り
、
平
成
31
年
度

に
、
新
た
な
Ｄ
Ｍ
Ｏ
組
織
の
設
立
を
目

指
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
同
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
を
移
行
し
、
官
民
一
体
で
設

立
す
る
「（
仮
称
）
あ
き
た
白
神
観
光

連
絡
調
整
協
議
会
」
に
参
画
し
、
１
市

３
町
の
連
携
に
よ
り
Ｄ
Ｍ
Ｏ
設
立
に
向

け
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

※
Ｄ
Ｍ
Ｏ
…
地
域
と
共
同
し
て
観
光
地

づ
く
り
を
行
う
法
人
の
こ
と
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ぷ
る
る
ん
」

が
運
営
し
て
い
る
、
純
喫
茶

「
わ
ら
う
か
ど
」

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
任
期
が
９

月
末
日
を
も
っ
て
満
了
し
、
退
任
す
る

こ
と
に
伴
い
、
８
月
末
日
で
同
店
の
支

援
業
務
を
終
え
ま
し
た
。

　

前
年
決
算
は
黒
字
で
あ
り
、
営
業
継

続
を
前
提
に
対
応
を
検
討
し
て
き
ま
し

た
が
、
後
任
の
人
材
が
見
つ
か
ら
ず
、

休
店
と
な
り
ま
し
た
。
町
と
し
て
も
、

早
期
の
営
業
再
開
に
向
け
、「
ぷ
る
る

ん
」
と
引
き
続
き
協
議
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

町
道
石
倉
山
中
野
線

　

５
月
18
日
の
豪
雨
に
よ
り
、
現
在
片

側
交
互
通
行
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

８
月
２
日
に
災
害
復
旧
事
業
の
現
地

査
定
を
終
え
、
年
度
内
の
工
事
完
成
を

目
指
し
ま
す
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業

　

８
月
末
時
点
で
の
申
請
件
数
が

１
２
５
件
あ
り
、
１
４
６
６
万
５
千
円

の
交
付
決
定
を
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
同
期
よ
り
14
件
の
減
で
す
が
、

補
助
交
付
決
定
額
は
約
３
３
０
万
円
、

事
業
費
で
１
０
０
０
万
円
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

建
設
課
が
事
務
局
と
な
っ
て
い
る

期
成
同
盟
会
と
協
議
会
に
つ
い
て

　

主
要
地
方
道
琴
丘
上
小
阿
仁
線
整
備

促
進
協
議
会
は
８
月
６
日
、
主
要
地
方

道
能
代
五
城
目
線
三
種
町
道
路
建
設
促

進
期
成
同
盟
会
と
三
種
川
河
川
改
修
促

進
協
議
会
は
８
月
29
日
に
総
会
を
開
催

し
、
事
業
計
画
等
の
承
認
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
道
路
整
備
お
よ
び
河
川
改

修
の
促
進
に
向
け
て
、
秋
田
県
お
よ
び

国
土
交
通
省
、
秋
田
県
選
出
国
会
議
員

へ
の
要
望
活
動
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

上
水
道
事
業

　

三
種
川
河
川
改
修
工
事
に
伴
う
宮
橋

の
か
け
替
え
工
事
の
た
め
、
添て

ん
が架

す
る

水
道
本
管
の
切
り
回
し
工
事
も
必
要

と
な
り
、
水
道
本
管
仮
設
工
事
を
２
，

７
７
６
千
円
で
発
注
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
鵜
川
地
内
の
配
水
管
接
続
工
事
に

つ
い
て
は
、
１
１
６
万
６
千
円
で
契
約

し
、10
月
の
完
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

生
活
排
水
処
理
事
業

　

浄
化
槽
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
合

計
16
基
分
の
設
置
を
計
画
し
て
い
ま
し

た
が
、
更
に
４
基
分
を
追
加
す
る
た
め

今
定
例
会
に
増
額
補
正
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

温
泉
事
業

　
別
荘
・
分
譲
地
内
の
配
湯
管
更
新
工
事

と
し
て
３
工
区
合
計
４
４
３
５
万
６
千

円
で
工
事
契
約
し
て
い
ま
す
。

　

７
月
22
日
に
は
２
回
目
の
温
泉
料
金

改
定
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

小
中
学
校
関
係

　

大
阪
北
部
地
震
で
の
小
学
校
ブ
ロ
ッ

ク
塀
の
倒
壊
事
故
を
受
け
て
行
っ
た
緊

急
点
検
の
結
果
、
建
築
基
準
法
施
行
令

の
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
ブ
ロ
ッ
ク

塀
が
２
校
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
校
に
つ
い
て
は
夏
休
み
中
に
撤
去

し
ま
し
た
が
、も
う
１
校
に
つ
い
て
は
、

プ
ー
ル
周
囲
か
ら
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
確

保
の
必
要
も
あ
り
、
シ
ー
ズ
ン
終
了
後

に
、
目
隠
し
で
き
る
フ
ェ
ン
ス
に
取
り

換
え
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
「
三
種
町
子
ど
も
議
会
」
が
８
月
７

日
に
、
各
小
中
学
校
の
代
表
17
名
の
子

ど
も
議
員
と
、
中
学
生
２
名
の
子
ど
も

議
長
に
よ
り
、
町
議
会
の
議
場
で
開
催
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さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
身
近
な
問
題
に
つ
い

て
学
び
、
町
政
へ
の
理
解
を
深
め
た
も

の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

７
月
29
日
、
第
84
回
全
県
少
年
野
球

大
会
で
、
山
本
中
学
校
が
準
優
勝
し
ま

し
た
。
８
月
７
日
に
は
、
本
県
第
２
代

表
と
し
て
東
北
大
会
に
初
出
場
し
、
１

回
戦
で
岩
手
第
２
代
表
の
久
慈
中
学
校

に
惜
敗
し
ま
し
た
。

　

７
月
30
日
に
、
新
た
な
外
国
語
指
導

助
手
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
・
コ
ロ
ラ

ド
州
出
身
の
キ
ャ
メ
ロ
ン
さ
ん
と
マ

シ
ュ
ー
さ
ん
（
い
ず
れ
も
男
性
）
の
お

二
人
が
着
任
し
ま
し
た
。

生
涯
学
習
事
業

　

成
人
式
を
８
月
15
日
、
山
本
ふ
る
さ

と
文
化
館
で
開
催
し
、
対
象
者
１
５
１

人
の
う
ち
１
２
４
人
が
出
席
し
て
い
ま

す
。
新
成
人
の
皆
さ
ん
に
は
、
健
康
で

そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
か
っ
て
前
進
し

て
頂
く
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
事
業

　

平
成
30
年
度
全
国
大
会
出
場
選
手
壮

行
会
を
７
月
23
日
に
開
催
し
、
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
や
国
体
な
ど
全
国
大
会
に
出

場
す
る
町
内
の
小
中
高
生
を
激
励
し
ま

し
た
。
壮
行
会
に
は
選
手
約
40
名
と
指

導
者
や
保
護
者
が
出
席
し
ま
し
た
。

◎光通信網設備電柱支障移転業務 2,004千円

◎療養介護医療給付費 9,148千円

◎合併処理浄化槽設置費補助金 2,800千円

◎林地台帳作成業務委託料 3,716千円

◎住宅リフォーム助成事業補助金 5,000千円

◎第１分団消防車庫修繕工事費 2,159千円

◎琴丘小学校プールブロック塀改修工事 1,300千円

◎農地農業施設災害実施設計費 2,473千円

◎専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額の決定に関する件）
◎平成29年度三種町一般会計継続費精算報告について
◎平成29年度財政の健全化判断比率及び資金不足比率の報告について
◎平成29年度三種町一般会計及び特別会計等歳入歳出決算の認定について
◎三種町行政不服審査関係手数料条例の一部改正について
◎財産の取得について
◎平成30年度三種町一般会計及び特別会計予算等の補正について
◎人権擁護委員候補者の推薦について
◎三種町副町長の選任について
◎三種町監査委員の選任について

【平成30年度一般会計補正予算の主な歳出】

防
災
無
線
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　

町
で
は
、
平
成
30
年
４
月
よ
り
、
防
災
行
政
無
線
の
内
容
を
電

話
と
メ
ー
ル
で
確
認
出
来
る
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

仕
事
や
外
出
な
ど
で
放
送
を
直
接
聞
け
な
い
場
合
に
便
利
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。http://w

ebbousai.tow
n.

m
itan

e.akita.jp
/m
ail/

m
obile/

◦
携
帯
電
話
な
ど
の
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
が
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も

無
料
で
登
録
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、
送
受
信
に
係
る
通
信
料
は

利
用
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

◦
パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
メ
ー
ル
受
信

を
拒
否
し
て
い
る
場
合
は
、
登

録
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◦
詳
し
い
登
録
方
法
な
ど
に
つ
い

て
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

あ
わ
せ
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
町
民
生
活
課
消
防
防
災
係
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
生
活
課
消
防
防
災
係

　

☎
８
５
―
４
８
２
3

電
話
応
答
サ
ー
ビ
ス

　

☎
８
５
―
３
０
０
１

　

電
話
を
す
る
と
音
声
案
内
が
始

ま
り
ま
す
の
で
、
案
内
に
従
っ
て

放
送
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
通
話
料
は
利
用
者
負
担

※
防
災
行
政
無
線
の
放
送
終
了

後
、
24
時
間
以
内
の
放
送
内

容
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

　

登
録
す
る
場
合
は
、
携
帯
電
話

な
ど
か
ら
以
下
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
へ
ア
ク

セ
ス
す
る
か
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読

み
込
み
す
る
と
登
録
画
面
へ
移
行

し
ま
す
の
で
、
内
容
を
確
認
し
て

登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

防災無線登録
QRコード

【審議された議案等】

広報 みたね
mitane town

11



今後10年間の町の財政状況は…

　
「
三
種
町
行
財
政
改
革
大
綱
」
等
を
踏
ま
え
、
平

成
30
年
度
か
ら
平
成
39
年
度
ま
で
の
三
種
町
の
中
・

長
期
的
な
見
通
し
を
公
表
し
ま
す
。

　

本
見
通
し
は
、
町
の
財
政
収
支
が
今
後
ど
の
よ
う

に
推
移
す
る
か
を
試
算
し
た
も
の
で
す
。

　

町
の
財
源
は
、
町
税
な
ど
の
自
主
財
源
が
全
体
の

お
よ
そ
２
割
し
か
な
く
、
半
分
以
上
は
国
か
ら
の
地

方
交
付
税
な
ど
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
脆
弱
な

財
政
基
盤
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
度
か
ら
は
、
地
方
交
付
税
の
合

併
算
定
替
に
よ
る
段
階
的
縮
減（
※
）が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
段
階
的
縮
減
に
よ
る
影
響
額
は
、
段
階
的

縮
減
が
始
ま
る
前
年
度
（
平
成
27
年
度
）
と
一
本
算

定
と
な
る
平
成
33
年
度
を
比
較
す
る
と
、
単
年
度
で

約
７
億
円
の
減
額
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

そ
れ
を
踏
ま
え
た
本
見
通
し
で
は
、
平
成
39
年
度

に
は
約
３
億
６
千
万
円
の
単
年
度
収
支
不
足
が
生

じ
、
累
積
赤
字
は
お
よ
そ
33
億
２
千
万
円
に
な
る
と

見
込
ま
れ
ま
す
。
当
町
で
は
、
地
方
交
付
税
の
段
階

的
縮
減
に
よ
る
影
響
が
大
き
く
、
収
支
不
足
の
大
き

な
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
健
全
な
財
政
基
盤
を
維
持
し
て
い
く
た

め
に
は
、
町
債
（
借
金
）
の
抑
制
や
、
計
画
的
な
基

金
（
貯
蓄
）
の
運
用
な
ど
、
一
層
の
行
財
政
改
革
の

取
組
が
必
要
で
す
。

財政の中・長期見通しの公表について
※
地
方
交
付
税
の
合
併
算
定
替
に
よ
る
段
階

的
縮
減
：
合
併
後
10
年
間
は
合
併
前
の
旧
町

が
存
続
す
る
も
の
と
し
て
算
定
さ
れ
た
普
通

交
付
税
額
が
、
11
年
目
か
ら
段
階
的
に
減
額

さ
れ
、
16
年
目
以
降
１
団
体
と
し
て
算
定
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
１
団
体
で
算
定
さ
れ
る
こ

と
を
一
本
算
定
と
い
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

三
種
町
役
場　

総
務
課
財
政
係

☎
８
５
―
４
８
１
６

○歳入における町税と地方交付税の推移 単位：億円

※H33年度以降、地方交付税が一本算定になります。

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39

その他 地方交付税 町税以外の自主財源 町税

13.3
4.5

45.9

13.9 13.6
4.5

13.5
4.5

49.3

10.6

48.2 47.0 46.4

14.2
10.3

52.1

13.2
4.5

45.4

13.0
4.5

12.9
4.5

12.8
4.5

12.6

44.9 44.3 43.8 43.3

4.5
13.8
4.5

21.9
27.3 29.6 25.5 23.1

27.7
21.9 21.9 21.9 21.9 21.9

　

現
行
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
た
場
合
、
平
成
39
年
度
に
は
累

積
赤
字
が
約
33
億
２
千
万
円
と
な
る
見
通
し
で
す
。
こ
れ
に

は
財
政
調
整
基
金
の
取
崩
に
よ
る
財
源
補
て
ん
を
見
込
ん
で

お
り
ま
せ
ん
が
、
平
成
29
年
度
末
に
お
け
る
財
政
調
整
基
金

残
高
は
約
37
億
円
あ
り
、
財
源
補
て
ん
を
し
た
場
合
、
す
ぐ

に
は
赤
字
団
体
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
計
画
的
な
運

用
を
図
ら
な
け
れ
ば
将
来
的
に
財
源
不
足
に
陥
り
ま
す
。

○普通会計の財政見通し（平成30年度現行サービスベース） 単位：億円

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 34年度 35年度 36年度 37年度 38年度 39年度
歳　入 104.3 101.1 96.0 90.7 87.5 85.6 85.0 84.3 83.6 83.0 82.3
歳　出 102.1 101.1 98.1 93.9 92.1 91.1 88.7 87.8 87.0 86.6 85.9

単年度収支 2.2 0.0 △  2.1 △  3.2 △  4.6 △  5.5 △  3.7 △  3.5 △  3.4 △  3.6 △  3.6
累積赤字 - - △  2.1 △  5.3 △  9.9 △15.4 △19.1 △22.6 △26.0 △29.6 △33.2

※単年度収支の確認のため31年度以降は財政調整基金繰入金計上していません。（H29年度末財政調整基金残高37.0億円）

60.0

80.0

100.0

120.0
歳　出歳　入

29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 34年度 35年度 36年度 37年度 38年度 39年度

◆推計期間◆
平成30年度～平成39年度

平成30年10月 12



保
育
士
（
非
常
勤
・
月
給
制
）　

●

募
集
人
員

6
人

●

勤
務
時
間

月
〜
土
曜
日
・
７
時
〜
19
時
（
う
ち
７

時
間
45
分
）・
シ
フ
ト
勤
務
・
休
日
勤

務
の
場
合
有
り

●

賃　
　

金　

月
給
18
万
２
７
０
０
円

　
　
　
　
　
　

通
勤
費
支
給

●

資
格
等

保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
・
小
学
校
教
諭
・

養
護
教
諭
・
看
護
師
資
格
の
い
ず
れ
か

保
育
士
（
時
給
制
）　

●

募
集
人
員　

２
人

●

勤
務
時
間

月
〜
金
曜
日
・
８
時
30
分
〜
16
時
（
う

ち
６
時
間
以
内
）・
シ
フ
ト
勤
務

●

賃　
　

金　

時
給
１
０
５
０
円

●

資
格
等

保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
・
小
学
校
教
諭
・

養
護
教
諭
・
看
護
師
資
格
の
い
ず
れ
か

◆
募
集
期
間　

随
時
受
付

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課　

子
育
て
支
援
係

☎
８
５
―
４
８
３
６

　

10
月
15
日
か
ら
21
日
は
、
行
政
相
談
週

間
で
す
。

　

毎
月
の
定
例
開
設
に
加
え
、
巡
回
相
談

所
、
特
設
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
行
政

に
つ
い
て
困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
行
政
相
談
委
員
ま
で
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※
行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
か
ら
の

委
嘱
を
受
け
、
行
政
に
対
す
る
意
見
や

要
望
を
受
け
付
け
て
、
そ
の
解
決
や
実

現
の
促
進
を
図
る
「
行
政
と
住
民
の
パ

イ
プ
役
」
で
す
。

●
日　

程

※
定
例
相
談
所
に
つ
い
て
は
、
行
事
予

定
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
巡
回
相
談
所
】

○
１
回
目

　

と　

き　

10
月
15
日　

10
時
〜
15
時

　

と
こ
ろ　

上
岩
川
改
善
セ
ン
タ
ー

○
２
回
目

　

と　

き　

10
月
22
日　

10
時
〜
15
時

　

と
こ
ろ　

鯉
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

【
町
民
祭
特
設
相
談
所
】

　

と　

き　

10
月
20
日　

10
時
〜
正
午

　

と
こ
ろ　

琴
丘
総
合
体
育
館

　
　
　
　
　
（
町
民
祭
特
設
会
場
）

●

行
政
相
談
委
員

　

大
山　

陽
子
（
琴
丘
）　

　

近
藤　
　

仁
（
山
本
）

　

荒
川　

公
雄
（
八
竜
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

行
政
係　

　

☎
８
５
―
４
８
１
５

　

町
で
は
、
次
の
日
程
で
特
設
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。

　

い
じ
め
、
登
記
、
も
め
事
な
ど
の
問
題

や
困
り
ご
と
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

●

日　

程　

10
月
５
日　

パ
レ
ス
琴
丘

　

▼
相
談
時
間　

10
時
〜
15
時

●

人
権
擁
護
委
員　

琴
丘
地
域

　

小
山　

俊
一　
　

國
柄　

春
美

　

近
藤　

和
雄

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
生
活
課　

町
民
係　

　

☎
８
５
―
４
８
２
５

　
「
４
時
か
ら
ラ
イ
ト
＆
ピ
カ
ッ
と
反
射

材
」
運
動
（
10
月
１
日
〜
11
月
30
日
）
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

●

自
動
車
及
び
自
転
車
に
乗
る
場
合
は「
午

後
４
時
」
を
目
安
と
し
た
ラ
イ
ト
の
点

灯
を
し
ま
し
ょ
う
。

●

前
車
や
対
向
車
が
い
な
い
場
合
は
ラ
イ

ト
の
上
向
き
走
行
を
し
ま
し
ょ
う
。

●

歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者
は
反
射
材
用

品
等
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

飲酒運転等の状況（運転者住居別結果）
８月中 H30累計

酒酔い運転 ０件 ０件

酒気帯び件数 ０件 ２件

飲酒事故（負傷）件数 ０件 ０件

飲酒事故（死亡）件数 ０件 ０件

交通死亡事故件数 ０件 ０件

全県市町村順位（25市町村中）６位（先月８位）↑

特
設
行
政
相
談
所
開
設
の
お
知
ら
せ

　
〜
行
政
相
談
週
間
〜

特
設
人
権
相
談
所
開
設

４
時
か
ら
ラ
イ
ト
＆

ピ
カ
ッ
と
反
射
材
運
動

町
業
務
従
事
者
等
募
集

　秋田地方法務局能代支局（☎54－4111）
では、平日８時30分～17時15分まで人権相
談を受け付けています。
　お気軽にご利用ください。

相談は無料で
秘密は厳守します。

広報 みたね
mitane town
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●

支
援
対
象
と
な
る
住
宅

　

次
の
す
べ
て
の
要
件
に
あ
て
は
ま
る
住

宅
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

⑴
三
種
町
内
に
存
す
る
こ
と
。

⑵
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
（
昭
和
56
年
６
月
１
日
以
降
に
増
築
等

を
行
っ
て
い
る
住
宅
は
対
象
外
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。）

⑶
居
住
用
の
木
造
戸
建
て
住
宅
（
店
舗
）

　

等
の
用
途
を
兼
ね
る
も
の
で
あ
る
こ

と
。

※
店
舗
等
の
用
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積

が
延
床
面
積
の
２
分
の
１
未
満
の
も
の

を
含
む
。
丸
太
組
工
法
は
除
く
。

⑷
過
去
に
三
種
町
の
補
助
金
を
受
け
て
、

耐
震
診
断
、
耐
震
改
修
工
事
を
実
施
し

て
い
な
い
こ
と
。

●

支
援
対
象
者

⑴
対
象
住
宅
を
所
有
（
共
有
を
含
む
。）

　

す
る
個
人
で
あ
る
こ
と
。

⑵
所
有
者
お
よ
び
同
一
世
帯
に
属
す
る
者

が
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

●

耐
震
診
断

　

耐
震
診
断
士
を
派
遣
し
、
木
造
住
宅
の

耐
震
診
断
と
補
強
方
法
（
日
本
建
築
防
災

協
会
発
行
）
に
定
め
る
「
一
般
診
断
法
」

に
よ
り
、
木
造
住
宅
の
地
震
に
対
す
る
安

全
性
を
診
断
し
評
価
し
ま
す
。

　

耐
震
診
断
士
は
、
秋
田
県
木
造
住
宅
耐

震
診
断
技
術
者
登
録
制
度
に
よ
り
登
録
さ

れ
た
建
築
士
を
派
遣
し
ま
す
。

●

自
己
負
担
額　

１
万
円

　

診
断
料
13
万
円
の
う
ち
、
町
が
12
万
円

を
負
担
し
ま
す
。

●
申
請
期
間
お
よ
び
募
集
戸
数

　

申
請
期
間　

10
月
９
日
〜
12
月
14
日

　

募
集
戸
数　

２
戸

◆
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課　

管
理
係　

　

☎
８
５
―
４
８
２
０

　

本
週
間
は
、
建
築
基
準
法
の
目
的
・
内

容
に
つ
い
て
理
解
と
認
識
を
深
め
て
、
違

反
建
築
の
防
止
を
図
る
と
と
も
に
、
建
築

基
準
法
が
定
め
る
建
築
の
た
め
の
諸
手
続

の
徹
底
を
図
り
、
建
築
物
の
安
全
性
の
確

保
と
良
好
な
住
環
境
を
つ
く
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
全
国
的
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
10
月
17
日
は
、
一
斉
公
開
建
築

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

違
反
建
築
物
防
止
週
間

　
　
10
月
15
日
〜
21
日

納
期
限
の
お
知
ら
せ

◎
町
県
民
税 （
３
期
）

◎
国
民
健
康
保
険
税（
３
期
）

10
月
31
日
が

　
　
　
　

納
期
限
で
す

☆
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に

※
口
座
振
替
の
方
は
残
高
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

賦
課
係

☎
８
５
―
４
８
２
８

10
月
11
日
〜
10
月
20
日
の
10
日

間
、
平
成
30
年
度
全
国
地
域
安
全

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　　

こ
の
運
動
は
、『
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

安
心
の
街
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
防
犯
協

会
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
安
全
に
関
係
す

る
機
関
・
団
体
そ
し
て
警
察
が
期
間
を
定

め
、
地
域
安
全
運
動
を
さ
ら
に
強
化
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
相
互
間
の
連
携
の
一
層

の
緊
密
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、《
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
》
の
実
現
を
目
指
す

も
の
で
す
。

　

近
年
、
子
供
や
女
性
が
被
害
者
と
な
る

犯
罪
は
後
を
絶
た
ず
、
高
齢
者
を
狙
っ
た

特
殊
詐
欺
の
被
害
は
深
刻
化
す
る
な
ど
、

身
近
な
生
活
空
間
で
起
こ
る
犯
罪
に
対
し

て
不
安
を
抱
く
人
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
犯
罪
を
防
ぎ
、
地
域
社
会
の

安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
に
、
全
国
各
地

で
住
民
が
自
主
的
に
様
々
な
地
域
安
全
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、

日
ご
ろ
か
ら
防
犯
の
意
識
を
高
め
ま
し
ょ

う
。 全

国
地
域
安
全
運
動
を

実
施
し
ま
す

　

地
震
に
よ
る
木
造
住
宅
の
倒
壊
等
に
よ
る
災
害
を
未
然
に
防
止

し
、
町
民
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を

希
望
す
る
方
に
耐
震
診
断
に
係
る
費
用
の
一
部
を
負
担
し
ま
す
。

　

耐
震
診
断
に
よ
り
、
お
住
ま
い
の
住
宅
の
地
震
に
対
す
る
強
さ

が
わ
か
り
ま
す
。

三
種
町
木
造
住
宅
耐
震
診
断
支
援
事
業
の
お
知
ら
せ

平成30年10月 14



10ａあたりの使用上限

◆申し込み・問い合わせ先　農林課　農政係　☎85－4826

※記載のない作物・薬剤はご相談ください。

10月１日～平成31年１月31日

作物名

　

Ｄ  

・  

Ｄ  

剤　

ネ
マ
モ
ー
ル
粒
剤
30

ネ
マ
モ
ー
ル
乳
剤

ネ
マ
ト
リ
ン
エ
ー
ス
粒
剤

バスアミド
微 粒 剤

バ
イ
デ
ー
ト
Ｌ
粒
剤

ラ
グ
ビ
ー
Ｍ
Ｃ
粒
剤

ガ
ー
ド
ホ
ー
プ
液
剤

ネ
マ
キ
ッ
ク
粒
剤

ガスタード
微 粒 剤

き ゅ う り 20L 30㎏ 10L 20㎏ 50㎏ 30㎏ 20㎏
す い か 20L 30㎏ 10L 20㎏ 35㎏ 30㎏ 5.0L 20㎏
メ ロ ン 20L 20㎏ 50㎏ 30㎏ 5.0L 20㎏
ト マ ト 20L 10L 20㎏ 30㎏ 50㎏ 30㎏ 5.0L 20㎏
ミニトマト 20L 10L 20㎏ 30㎏ 50㎏ 30㎏ 5.0L 20㎏
な す 20L 30L 20㎏ 30㎏ 30㎏ 20㎏
だ い こ ん 20L 25㎏ 20㎏ 50㎏ 30㎏ 20㎏
に ん じ ん 20L 20㎏ 30㎏ 50㎏ 20㎏
やまのいも 20L 20㎏ 50㎏
ご ぼ う 20L 20㎏ 37㎏ 20㎏ 20㎏
き く 20L 25㎏ 30㎏ 20㎏ 3.3L 20㎏
ね ぎ 20L 30㎏ 20㎏

三種町土壌消毒剤購入支援事業費等補助事業　薬剤適応表

土
壌
消
毒
剤

土
壌
消
毒
剤

②
登
録
薬
剤
の
適
正
使
用
を
厳
守

③
記
載
の
な
い
も
の
は
別
途
審
査

④
使
用
基
準
の
厳
守

・
農
薬
の
使
用
基
準
を
厳
守
す
る
こ
と

　
（
適
用
・
使
用
倍
率
・
収
穫
前
日
数
）

・
申
請
者
は
栽
培
作
物
と
対
象
農
用
地
、

栽
培
面
積
を
申
請
し
町
で
確
認

・
補
助
上
限
は
栽
培
面
積
あ
た
り
の
使
用

基
準
量

み
ょ
う
が
・
葉
た
ば
こ

●

補
助
内
容　

　

土
壌
消
毒
剤
購
入
補
助

　

み
ょ
う
が　

３
分
の
１

　

葉
た
ば
こ　

３
分
の
１

●

対
象
薬
剤

　

リ
ミ
ド
ル
・
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

●

対
象
期
間

　

平
成
30
年
１
月
〜
平
成
30
年
12
月
ま
で

に
購
入
し
た
も
の
。

※
み
ょ
う
が　

　

Ｊ
Ａ
み
ょ
う
が
部
会
の
方
に
つ
い
て
は

Ｊ
Ａ
と
町
で
補
助
（
後
日
直
接
通
知
し

ま
す
）

※
葉
た
ば
こ　

　

三
種
町
葉
た
ば
こ
振
興
会
員
が
対
象

　
（
後
日
直
接
通
知
し
ま
す
）

●

必
要
書
類　

　

使
用
薬
剤
の
領
収
書
ま
た
は
購
入
証
明

書
口
座
番
号
の
確
認
で
き
る
も
の
。印
鑑
。

　

町
で
は
、町
の
振
興
作
物
で
あ
る「
み
ょ

う
が
、葉
た
ば
こ
の
土
壌
消
毒
剤
の
購
入
」

及
び
「
畑
作
物
の
土
壌
セ
ン
チ
ュ
ウ
駆
除

剤
の
購
入
」
に
対
し
支
援
す
る
「
三
種
町

土
壌
消
毒
剤
等
購
入
支
援
事
業
」
を
実
施

し
ま
す
。

畑
作
物

●

補
助
内
容　

　

土
壌
セ
ン
チ
ュ
ウ
駆
除
剤
購
入
補
助
５

分
の
１

●

対
象

　

畑
地
で
栽
培
さ
れ
た
（
露
地
・
ハ
ウ
ス
）

土
壌
セ
ン
チ
ュ
ウ
駆
除
を
必
要
と
す
る
作

物
（
水
田
台
帳
に
登
録
の
あ
る
転
作
田
は

対
象
外
）

●

対
象
薬
剤

　

土
壌
セ
ン
チ
ュ
ウ
駆
除
の
登
録
の
あ
る

薬
剤

●

対
象
期
間

　

平
成
29
年
10
月
〜
平
成
30
年
９
月
末
ま

で
に
購
入
し
た
も
の

●

必
要
書
類

　

使
用
薬
剤
の
領
収
書
ま
た
は
購
入
証
明

書
。
口
座
番
号
の
確
認
で
き
る
も
の
。
印

鑑
。

①
対
象
作
物
に
適
用
の
あ
る
薬
剤
で
あ
る

こ
と

三
種
町
土
壌
消
毒
剤
等

購
入
支
援
事
業
の
お
知
ら
せ

申請受付

広報 みたね
mitane town
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消防署からお知らせ
　

平
成
30
年
度
消
防
職
員
採
用
試
験
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

【
試
験
区
分
】

　

上
級

　

初
級

【
採
用
予
定
人
員
】

　

上
級
・
初
級
合
わ
せ
て
１
名

【
受
験
資
格
等
の
主
な
る
も
の
】

●

上　

級

　

平
成
６
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
９
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
大
学
を
卒
業
ま
た

は
、
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み

の
者

●

初　

級

　

平
成
６
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
13
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
高
校
ま
た
は
、
短

期
大
学
を
卒
業
ま
た
は
平
成
31
年
３
月
31
日
ま

で
に
卒
業
見
込
み
の
者

●

身　

体

　

身
長
は
、
男
性
に
あ
っ
て
は
お
お
む
ね

１
６
０
㎝
以
上
、
女
性
に
あ
っ
て
は
お
お
む
ね

１
５
５
㎝
以
上
、
体
重
は
、
男
性
に
あ
っ
て
は

お
お
む
ね
50
㎏
以
上
、
女
性
に
あ
っ
て
は
お
お

む
ね
45
㎏
以
上
、
胸
囲
は
、
お
お
む
ね
身
長
の

２
分
の
１
以
上
。視
力
（
矯
正
視
力
含
む
。）
は
、

両
眼
で
０
．
７
以
上
、
か
つ
、
一
眼
で
そ
れ
ぞ

れ
０
．
３
以
上
で
あ
る
こ
と
。
聴
力
は
、
２
ｍ

の
距
離
に
お
い
て
低
語
を
聴
取
で
き
る
こ
と
等

●

採
用
後
に
、
管
轄
区
域
内
（
能
代
市
山
本
郡

内
）
に
居
住
で
き
る
者

【
試
験
の
期
日
お
よ
び
場
所
】

●

11
月
25
日
（
日
）

　

能
代
山
本
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー

【
受
付
期
間
等
】

●

10
月
５
日
（
金
）
〜
11
月
２
日
（
金
）

　
（
土
、
日
曜
日
お
よ
び
祭
日
は
除
く
。）

　

受
付
時
間　

９
時
〜
17
時

【
必
要
書
類
等
】

●
受
験
申
込
書
は
能
代
山
本
広
域
市
町
村
圏
組

合
消
防
本
部
総
務
課
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

●

写
真
は
６
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
、
タ
テ
４

㎝
、
ヨ
コ
３
㎝
程
度
の
上
半
身
脱
帽
の
本
人
の

写
真
を
２
枚
。
１
枚
は
申
込
書
に
貼
り
、
こ
れ

と
同
一
の
も
の
１
枚
（
受
験
票
用
）
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
能
代
山
本
広
域
市
町
村

圏
組
合
消
防
本
部
総
務
課
ま
で
。

　

郵
便
に
よ
る
申
込
書
請
求
の
場
合
は
、宛
先
、

郵
便
番
号
を
明
記
し
て
１
２
０
円
切
手
を
貼
っ

た
返
信
用
封
筒
（
Ａ
４
判
用
）
を
必
ず
同
封
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
能
代
山
本
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

　

〒
０
１
６
―
０
８
５
１

　

能
代
市
緑
町
２
番
22
号

　

☎
５
２
―
０
４
０
３

能
代
山
本
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防

　
　
　
　
　
　
　
　

職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

町の工事契約状況（工事名および契約額、工期）

●下水道中継ポンプ監視通報装置更新工事
　秋田東北商事㈱ 5,670,000円 8/24～10/31

●石倉山公園管理棟展望台改修工事
　石井工業㈱三種本店 7,754,400円 8/8～9/28

●町営大町住宅外構工事
　成和建設㈱ 6,004,800円 8/31～10/26

●八竜高齢者交流施設空調設備設置工事
　工藤電気工事㈱ 4,514,400円 7/4～7/31

●豊岡農村公園転落防止柵設置工事
　㈱成田物産 2,462,400円 7/30～9/28

●赤沼住宅屋根葺き替え工事
　牧善工務店 3,711,960円 8/31～10/26

会員
募集中

三種町シルバー人材センター三種町シルバー人材センター三種町シルバー人材センター

☎85－3121

あなたの入会を
お待ちしています！

・原則60歳以上の方　
・健康で働く意欲のある方　
・シルバー人材センターの趣旨に賛同する方

年会費2,500円
特別な

は
です

広告 広告

平成30年10月 16



入
居
者
の
資
格

①
入
居
の
申
し
込
み
し
た
日
に
お
い
て

収
入
基
準
内
で
あ
る
こ
と

②
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
な
者
で
あ
る
こ
と

③
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
者
で
あ

る
こ
と

④
現
に
同
居
し
、
又
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
が
あ
る
こ
と

⑤
原
則
と
し
て
、
自
己
の
所
有
す
る
持

ち
家
等
が
な
い
こ
と

⑥
暴
力
団
関
係
者
で
な
い
こ
と

※
町
外
の
方
で
も
入
居
可
能
で
す
。

申
込
方
法

　

入
居
申
込
書
は
、
建
設
課
お
よ
び 

各
総
合
支
所
の
地
域
生
活
係
に
備
え
付

け
て
あ
り
ま
す
。

　

入
居
申
込
書
に
添
付
書
類
を
添
え
て

建
設
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間

10
月
１
日 

か
ら

10
月
15
日 

ま
で

・
期
限
厳
守

・
申
込
締
切
日
時
点
で
、
書
類
の
そ

ろ
っ
て
い
な
い
方
は
失
格
と
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
受
付
時
間

　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

選
考
方
法

　

申
込
者
の
入
居
資
格
、
住
宅
困
窮
の

度
合
い
の
実
情
を
調
査
し
、
募
集
戸
数

を
超
え
る
応
募
が
あ
っ
た
場
合
は
、
公

開
抽
選
に
よ
り
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課　

☎
８
５
―
４
８
２
０

住 宅 名
（地域名） 所　在　地 構造および間取り

（住戸専用面積）
募集戸数
（完成年度）

予定家賃
（裁量階層含む） 敷　金

新八竜住宅
（八竜地域） 浜田字大平10

木造２階建て
３LDK

（77.80㎡）
１戸

（平成５年度）
16,000円～
31,500円

家賃の
３か月分

木造２階建て
３LDK

（74.50㎡）
１戸

（平成２年度）
14,800円～
29,100円

木造２階建て
３LDK

（74.50㎡）
１戸

（平成３年度）
15,000円～
29,600円

木造２階建て
３LDK

（74.90㎡）
１戸

（平成５年度）
15,400円～
30,300円

東二本柳住宅
（琴丘地域）

鹿渡字東二本
柳45番12号

木造平屋建て
３K

（58.20㎡）
１戸

（昭和57年度）
11,600円～
22,800円

東二本柳住宅

新八竜住宅

募集住宅の概要

抽
選
予
定
日　
　

10
月
31
日

入
居
予
定
日　
　

11
月
14
日

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

ご注文、
お問い合わせ先（有）種藤工務店 〒018ｰ2104  三種町鹿渡字西小瀬川215ｰ17 ※広報を見たとお伝え下さい。

100ｇ

種藤　勝美

住所・氏名・電話番号を記入しFAXにて、ご注文ください。

三種町産の自然薯を食べてみませんか。
予  約  受  付  中 !! 合言葉「広報みたねを

見た」で２割引き！

広告

広報 みたね
mitane town
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大の登録と狂犬病予防注射のお知らせ

10月７日（日）八　竜　地　域
　8：45～　8：50 安戸六公民館前
　8：55～　9：05 川尻　旧鈴木商店前
　9：10～　9：15 久米岡公民館前
　9：20～　9：25 富岡公民館前
　9：30～　9：40 鵜川地区館前
　9：45～　9：50 鵜の巣センター前
　9：55～ 10：05 大曲コミュニティセンター前
10：10～ 10：15 萱刈沢公民館前
10：25～ 10：35 釜谷公民館前
10：40～ 10：55 浜口地区館前
11：00～ 11：10 大口公民館前
11：15～ 11：20 芦崎　旧ＪＡ芦崎支店前
11：25～ 11：30 追泊公民館前

10月14日（日）琴　丘　地　域
　9：00～　9：10 内鯉川五叉路
　9：15～　9：30 鯉川郵便局前
　9：35～　9：50 旧琴丘公民館前
　9：55～ 10：15 琴丘総合支所前
10：20～ 10：35 新屋敷　消防車庫前
10：40～ 10：50 高屋敷　コミュニティセンター前
11：05～ 11：15 上新屋敷集会所前
11：20～ 11：35 落合　生活改善センター前

〔お願い〕
※愛犬が死亡してもまだ届出を済ませていない方は、
速やかに届出ましょう。
※愛犬手帳をお持ちの方は、当日ご持参ください。
※室内で飼われる方も必ず登録しましょう。

◆届け先・問い合わせ先
　八竜地域　町民生活課　　環境衛生係　☎ 85－ 4824
　琴丘地域　琴丘総合支所　地域生活係　☎ 87－ 2111
　山本地域　山本総合支所　地域生活係　☎ 83－ 2115

10月27日（土）山　本　地　域
　9：00～　9：15 すいらんの館前
　9：30～　9：40 寒城　畠山雄一さん宅前
　9：45～　9：55 二ツ森　消防小屋前
10：00～ 10：10 泉八日　バス停前
10：20～ 10：30 森岳小学校前
10：35～ 10：45 山本公民館前
10：50～ 11：00 豊岡　三蔵商店前
11：05～ 11：15 金陵の館前
11：20～ 11：30 志戸橋　ゲートボール場前
11：40～ 11：50 北金岡駅前
11：55～ 12：05 羽立　佐々木武さん宅前

最近飼い犬登録をしない方が
増えています。外に出さず、室
内で飼われる方も、必ず登録
するようお願いします。

　飼い犬の登録と狂犬病予防注射を次の日程で実施します。飼い犬は「生涯に１度の登録」と「毎年１回の
狂犬病予防注射」が法律によって義務付けられています。
　大切な家族の一員として、きちんと登録し、狂犬病予防を行いましょう。

登録・予防注射の手数料
●登 録 料 3,000円（生涯に１度）
●予防注射 3,250円（年１回）
　※愛犬手帳をお持ちの方は、当日持参して
ください。

登録手続き（変更等）が必要な場合
●生後91日以上の犬を飼うとき（新規登録）
●飼い犬が登録後に死亡したとき 
●飼い犬の所在地が登録後に変わったとき
●飼い犬の所有者の住所が登録後に変わったとき

保管（ホテル）動 -19-10　H30 年 4月更新　有効期限 H35 年 4月 16 日
販売　　　　　動 -19-19　H30 年 4月更新　有効期限 H35 年 4月 16 日
貸し出し　　　動 -19-11　H30 年 4月更新　有効期限 H35 年 4月 16 日
展示　　　　　動 -19-12　H30 年 4月更新　有効期限 H35 年 4月 16 日
その他譲受飼養許可（老犬ホーム）動 -19-13　H30 年 4月更新　有効期限 H35 年 4月 16 日

ペット慰霊祭のご案内
 と　き 10月28日（日）
　　　  10：00～11：00まで、当地で行います。 ※該当者にはお葉書でご案内をしておりますが、

参加希望を募っております。

　時間厳守、予定は読経、献花、焼香、ペットの名
前の読み上げとなります。昨年度参加者は家族単
位で223家族のご参加を頂いて行いました。
　本年も皆様のお越しをお待ちしております。

広告

平成30年10月 18



年金
だより

　国民年金保険料について免除（全額免除・一部免除・法定免除）や若年者納付猶予、また学生納付特例
の承認を受けられた期間がある方は、保険料を全額納めた方と比べ、老齢基礎年金（65歳から受けられ
る年金）の受け取り額が少なくなります。
　このような方に国民年金保険料の追納をお勧めします。将来受け取る老齢基礎年金を増額するためには、
免除等の承認をされた期間が10年以内であれば遡って保険料を納めることができます。
　ただし、免除等の承認を受けられた期間の翌年度から起算して３年度目以降に追納されると、当時の保
険料額に一定の加算額が上乗せされています。

　１．追納を行う場合は、申し込みが必要です。
　　　　年金事務所で申し込みを行っていただき、厚生労働大臣の承認を受けたうえで、納付書をお渡し

します。お渡しした納付書でお支払いしていただきます（口座振替ならびにクレジット納付はでき
ません）。

　２．追納に関する注意事項
　　　・追納ができるのは追納が承認された月の前10年以内の免除期間に限られています。
　　　・承認等をされた期間のうち、原則古い期間から納付していただきます。なお、今年度中に追納い

ただく際の保険料は、以下の通りです。

国民年金受給予定者を対象にした相談を年金窓口で
行っています。お気軽にご相談ください。

◆問い合わせ先
　  秋 田 年 金 事 務 所　☎018－865－2392　　健康推進課医療年金係　☎85－2137
　  琴丘総合支所地域生活係　☎87－3516　　　　　　山本総合支所地域生活係　☎83－2115

全額免除 ４分の３免除 半額免除 ４分の１免除

平成20年度月分 15,170円 11,380円 7,580円 3,790円

平成21年度月分 15,260円 11,440円 7,630円 3,810円

平成22年度月分 15,520円 11,640円 7,760円 3,880円

平成23年度月分 15,310円 11,470円 7,650円 3,820円

平成24年度月分 15,160円 11,360円 7,580円 3,780円

平成25年度月分 15,130円 11,350円 7,570円 3,780円

平成26年度月分 15,280円 11,460円 7,640円 3,820円

平成27年度月分 15,610円 11,700円 7,800円 3,900円

平成28年度月分 16,260円 12,190円 8,130円 4,060円 加算額無し

平成29年度月分 16,490円 12,370円 8,240円 4,120円 加算額無し

　　　国民年金保険料の免除期間・納付猶予期間がある方へ

国民年金保険料の追納をお勧めします！

追納制度のお知らせ

広報 みたね
mitane town

19



　

汚
水
（
有
機
物
）
が
河
川
や
湖
沼
に

流
入
す
る
と
、
希
釈
さ
れ
拡
散
・
沈
殿

な
ど
が
起
こ
る
と
同
時
に
、
有
機
物
を

栄
養
源
と
す
る
微
生
物
が
繁
殖
し
、
水

中
の
酸
素
を
消
費
し
な
が
ら
汚
れ
を
分

解
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
自
然
の
持
つ
浄
化
作
用
を

超
え
た
量
の
汚
水
が
流
入
す
る
と
水
中

の
酸
素
が
不
足
し
、
酸
素
を
必
要
と
し

な
い
嫌
気
性
微
生
物
に
よ
り
腐
敗
し
て
、

い
わ
ゆ
る
〝
ド
ブ
〟
と
な
り
、悪
臭
や
蚊
、

ハ
エ
の
発
生
源
と
な
る
ほ
か
、
町
を
流

れ
る
三
種
川
を
通
じ
て
八
郎
湖
、
そ
し

て
日
本
海
へ
と
流
れ
、
魚
介
類
の
汚
染

や
海
水
浴
等
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
広
い
分
野
に
わ
た
っ
て
影
響
を
も
た

ら
し
ま
す
。

　

海
や
川
の
水
質
汚
濁
の
原
因
と
し
て
、

か
つ
て
は
工
場
や
事
業
所
な
ど
か
ら
の

排
水
が
高
い
比
率
を
占
め
て
い
ま
し
た

が
、
排
水
規
制
が
厳
し
く
な
っ
た
現
在

で
は
、
各
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
活

雑
排
水 

の
比
重
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

一
人
あ
た
り
２
0
０
ℓ
超
／
日
と
い

わ
れ
る
家
庭
で
の
水
消
費
を
用
途
別
に

み
る
と
、
風
呂
が
約
40
％
と
最
も
高
く
、

次
い
で
ト
イ
レ
21
％
、
そ
し
て
台
所
、

洗
濯
、
洗
顔
そ
の
他
の
順
と
な
っ
て
い

ま
す
。（
東
京
都
水
道
局
「
平
成
28
年
度

生
活
用
水
実
態
調
査
」
よ
り
）

　

一
方
、
環
境
へ
の
影
響
面
か
ら
み
た

排
水
の
状
況
は
と
い
う
と
、
汚
濁
の
程

度
を
表
す
Ｂ
Ｏ
Ｄ 

汚
濁
負
荷
量
は
、
図

２
の
と
お
り
台
所
が
40
％
と
高
く
な
っ

　

毎
日
、
何
気
な
く
使
わ
れ
て
い
る
水
は
、
飲
料
水
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
炊
事
や
洗
濯
、

入
浴
な
ど
の
生
活
用
水
の
ほ
か
、
農
業
用
水
や
工
業
用
水
と
し
て
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
。

　

様
々
な
用
途
に
使
わ
れ
る
水
も
、
使
用
後
は
捨
て
ら
れ
る
（
排
水
さ
れ
る
）
こ
と
に
な
り
、

程
度
の
差
こ
そ
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
全
て
汚
れ
た
水
で
す
。

　

衛
生
的
で
快
適
な
生
活
環
境
を
守
り
、
美
し
い
自
然
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
は
、

水
の
使
い
方
以
上
に
環
境
に
優
し
い
水
の
捨
て
方
も
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

美
し
い
自
然
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
下
水
道

三
種
町
水
洗
化
率
72.2
％
＝
秋
田
県
内
第
22
位

（   ）内の量を捨てたら その汚れは
BOD（㎎ /ℓ）

魚が住める水にするため
浴槽何杯の水が必要か

使用済みの
天ぷら油（500㎖） 1,000,000 330杯

お で ん（500㎖） 74,000 25杯

日 本 酒（180㎖） 200,000 24杯

牛 　 乳（200㎖） 78,000 10杯

み そ 汁（200㎖） 35,000 ５杯

米のとぎ汁（2ℓ） 3,000 ４杯

●生活排水の分類と1日1人当りの負荷割合

生活排水
BOD

43g/人/日

生活雑排水
約70%

（30g）

台所からの排水
約40%（17g）

風呂からの排水
約20%（９g）

洗濯からの排水その他
約10%（４g）

し尿　約30%（13g）

自
然
界
の
浄
化
作
用

環
境
へ
の
影
響
＝
主
因
は
台
所

※浴槽１杯300ℓ、魚が住める水質BOD ５㎎／ℓで計算しました。

（環境省「生活排水読本」より）

図１

図２

食品による汚れ、どのくらい?

※２

※１
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て
お
り
、
し
尿
が
く
み
取
り
処
理
さ
れ

る
下
水
道
未
接
続
の
家
庭
に
限
定
す
る

と
、
さ
ら
に
57
％
ま
で
割
合
が
上
昇
し

ま
す
。

　

ま
た
、
台
所
で
使
用
さ
れ
る
調
味
料

や
油
脂
類
、
残
飯
な
ど
は
Ｂ
Ｏ
Ｄ
濃
度

が
高
い
も
の
が
多
い
こ
と
か
ら
、
希
釈

だ
け
で
一
定
基
準
の
水
質
に
す
る
に
は

大
量
の
水
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

  

例
え
ば
コ
ッ
プ
一
杯
の
牛
乳
（
２
０
０

㎖
）
を
捨
て
る
と
、
魚
が
生
息
で
き
る

よ
う
に
す
る
に
は
浴
槽
（
３
０
０
ℓ
換

算
）
10
杯
の
水
が
必
要
と
な
り
、
使
用

後
の
食
用
油（
５
０
０
㎖
）を
捨
て
る
と
、

な
ん
と
浴
槽
３
３
０
杯
分
の
水
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

※
１　

生
活
雑
排
水
と
は
、
生
活
排
水

の
う
ち
〝
し
尿
〞
を
除
い
た
も
の
を
い

い
ま
す
。

　

下
水
道
は
、
各
家
庭
や
事
業
所
な
ど

か
ら
排
出
さ
れ
た
汚
水
を
、
微
生
物
の

力
を
借
り
て
効
果
的
に
キ
レ
イ
な
状
態

へ
戻
し
て
く
れ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
三
種
町
の
水
洗
化

率
は
秋
田
県
内
25
市
町
村
中
22
位
の
72
・

２
％
（
２
０
１
８
あ
き
た
の
下
水
道
〔
資

料
編
〕
よ
り
）
と
な
っ
て
お
り
、
各
ご

家
庭
の
諸
事
情
に
よ
り
下
水
道
へ
未
接

続
の
方
々
に
つ
い
て
も
、
ほ
と
ん
ど
の

方
が
そ
の
必
要
性
を
理
解
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
加
入
率

が
伸
び
悩
ん
で
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

町
で
は
、
下
水
道
加
入
率
向
上
の
一

役
と
し
て
次
の
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

下
水
道
接
続
を
是
非
ご
検
討
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●

利
子
補
給
制
度

　

融
資
斡
旋
額　

50
万
円
以
内
●

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業

　

15
万
円
以
内
（
工
事
費
の
15
％
）

　

※
所
管
＝
建
設
課

　

ま
た
、
公
共
下
水
道
及
び
農
業
集
落

排
水
処
理
区
域
外
に
お
住
ま
い
の
方
に

は
、「
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

　

補
助
区
分

　
　
　

７
人
槽　
　

70
万
円
以
内

　
　
　

５
人
槽　
　

61
万
円
以
内

　

い
ず
れ
の
制
度
も
予
算
に
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

下
水
道
に
接
続
し
て
も
、
正
し
い
使

い
方
を
し
な
け
れ
ば
下
水
管
の
破
損
や

マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
等
の
故
障
の
原
因

に
も
な
り
、
多
額
の
修
繕
費
が
か
か
る

ば
か
り
か
周
辺
環
境
へ
悪
影
響
を
及
ぼ

す
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

◆
廃
食
用
油
を
流
さ
な
い
で
！

　

下
水
道
は
、
微
生
物
の
力
を
借
り
て

汚
水
処
理
を
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
微

生
物
が
苦
手
と
し
て
い
る
の
が
油
で
す
。

ま
た
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
で
油
と
髪

の
毛
な
ど
が
絡
ま
っ
て
、
詰
ま
り
の
原

因
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

食
用
油
は
で
き
る
だ
け
使
い
切
る
よ

う
に
し
、
残
っ
た
も
の
は
固
形
化
す
る

か
、
新
聞
紙
等
に
吸
わ
せ
て
ゴ
ミ
と
し

て
出
し
ま
し
ょ
う
。

◆
水
に
溶
け
な
い
も
の
や
ゴ
ミ
類
を
流

さ
な
い
で
！

　

台
所
か
ら
出
る
生
ゴ
ミ
、
野
菜
く
ず
、

ビ
ニ
ー
ル
片
は
水
切
り
袋
や
排
水
口
用

ス
ト
レ
ー
ナ
ー
な
ど
を
使
っ
て
回
収
し
、

ト
イ
レ
で
は
水
に
溶
け
な
い
紙
や
紙
お

む
つ
、
浴
室
で
は
髪
の
毛
な
ど
を
下
水

に
流
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
雨
水
を
流
さ
な
い
で
！

　

本
町
の
下
水
道
は
、
汚
水
の
み
を
流

す
こ
と
が
で
き
る
分
流
方
式
で
す
。
雨

水
が
下
水
に
大
量
に
流
入
す
る
と
、
下

水
が
溢
れ
逆
流
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
意
図
的
に
雨
水
を
流
入
さ
せ

た
場
合
に
は
、
罰
則
規
定
が
あ
り
ま
す

の
で
絶
対
に
下
水
へ
流
さ
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

◆問い合わせ先　上下水道課　下水道係　☎83－2335
　※住宅リフォーム助成事業に関しては建設課　管理係　☎85－4820

下
水
道
加
入
に
ご
理
解
を

正
し
い
下
水
道
の
使
い
方

　微生物が、水中の汚れを食べ
て分解するのに必要な酸素の量
のことです。有機性の汚れが多
いと酸素の要求量が増えますか
ら、BODは大きな数字になり、
逆にきれいな水はその値が小さ
くなります。㎎ /ℓやppmで表
します。

生物化学的酸素要求量
BOD…Biochemical Oxygen Demand

亡くなる前に充分に相談しておくことは
もっと大事なことです

お気軽に事前相談にお越しください／出張相談も承ります／まずはお電話を

「みどりの会」

広告

※２
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健康推進課医療年金係　☎85ー2137　

　◆検査項目：特定健康診査（身体測定、診察、血圧、血液、尿、腎機能検査）
                     ※心電図、眼底、貧血はありません。
　◆検査料金：7,828円の検査が 無料 で受診できます。
　◆申込方法：申し込みは不要です。
                     ※通院中の方は、定期検査と併せて行う場合もありますので医師とご相談ください。
　◆受診方法：「保険証」と「特定健康診査受診券」をもって受診してください。

【特定健康診査受診券について】
　特定健康診査の対象者に水色の「特定健康診査受診券」をお送りしています。特定健康診査を受診する際
は必ずこの受診券が必要になります。受診券を紛失された場合は、健康推進課または各総合支所地域生活係
にご連絡ください。また、年度途中に国保加入された方で「特定健康診査受診券」が届いていない場合は、
ご連絡をお願いします。

　町の集団健診は、10月14日（日）の日曜健診（保健センター）を除き、全て終了となりますが、特定健康
診査については、次の①および②の医療機関で年間を通して受けることができます。
　対象となるのは、三種町国保に加入する年度末年齢40歳から75歳（75歳誕生日の前日まで）の方です。
　なお、特定健康診査を受診する際の費用については、国保からの助成により自己負担が無料となりますの
で、通院中の方も主治医とご相談のうえ年一回の受診をお願いします。
　※自己負担が無料となるのは毎年４月１日から翌年３月31日までの１年間で１回のみとなります。
　※２回目以降の受診の際は、費用の全額が自己負担となりますのでご注意ください。

特定健康診査のお知らせ

①能代厚生医療センター・ＪＣＨＯ秋田病院
　◆検査項目：特定健康診査（身体測定、診察、血圧、血液、尿、心電図、眼底、貧血、腎機能検査）
　　　　　　　＋がん検診　※特定健康診査のみの受診もできます。
　◆検査料金：10,235円の検査（がん検診以外）が 無料 で受診できます。
　　　　　　　※がん検診は、別途負担があります。
　◆申込方法：能代厚生医療センター（健診センター）TEL５２－３１１１
　　　　　　　ＪＣＨＯ秋田病院（健康管理センター）TEL５２－３２７１
　◆受診方法：「保険証」と「特定健康診査受診券」をもって受診してください。

予約方法および検査項目等を
電話等で確認してください。        

三　種　町 能　代　市
佐藤医院 京病院 能代循環器科クリニック 加賀医院
ドラゴンクリニック わたなべ整形外科 瀬川医院 小野医院
鹿渡内科医院 能代南胃腸内科肛門外科 永沢医院 能代病院
森岳温泉病院 後藤内科医院 浅内診療所 三田医院
柳谷内科クリニック 織田内科医院 富町クリニック 工藤泌尿器科医院
クリニック蒼きもり さいとう医院 山須田医院 木村医院
長信田の森心療クリニック 淡路医院 たかはしレディースクリニック 平野医院

八　峰　町 白坂内科胃腸科医院 佐々木医院 西塚医院
八峰町ハタハタの町診療所 成田産婦人科医院 小泉医院 ミナトクリニック

ねもとクリニック 金田医院 富根診療所

②地元の「かかりつけ医」
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三種町国民健康保険　　■問い合わせ先　

からのおしらせ保国
新しい保険証を９月下旬に郵送しています

　10月１日から国民健康保険の被保険者証（保険証）が新しくなり
ます。これまでお持ちの保険証は９月30日が有効期限です。新しい
保険証は９月下旬に各世帯主あてに郵送しています。
　新しい保険証について、氏名、生年月日、世帯主名など書かれてい
る内容をご確認ください。また、新しい保険証が届いていない場合は、
健康推進課または各総合支所地域生活係までご連絡ください。
　これまでの保険証については、ハサミで細かく切って住所や氏名な
どの情報が他人に知られないように十分ご注意のうえ処分願います。

１　現在入院中あるいは通院中の方は、平成30年10月１日から新しい保険証を必ず医療機関等の窓
口に提示してください。

２　70歳以上の方には、自己負担の割合を表す「国民健康保険高齢受給者証」を交付していますので、
保険証といっしょに医療機関等の窓口に提示してください。

３　社会保険への加入や転出など、国保の資格異動の手続きのときは、速やかに異動する人の保険証
を健康推進課または各総合支所地域生活係へ持参してください。また、世帯主の変更や住所変更な
どのときは、国保に加入する世帯全員の保険証を持参してください。

国保の窓口からお願い

○ 国民健康保険被保険者証（保険証）
　世帯ごとに人数分をまとめてお送りしています。
　・一般被保険者証・・・ピンク
　・退職被保険者証・・・水色

○ 被保険者証カバー
　被保険者証カバーには３つのポケットがついています。右図のよ
うに①に保険証、②にジェネリック医薬品希望カードを入れ、高齢
受給者証や福祉医療費受給者証等をお持ちの方は裏面ポケット③に
入れてご使用ください。

○ ジェネリック医薬品希望カード
　新薬と効き目や安全性がほぼ同じで価格が安いジェネリック医薬品（後発医薬品）の希望を医師や薬剤師
にお伝えしやすくするためのカードです。ジェネリック医薬品をご利用いただくことで、家計負担の軽減と
医療費の節約につながりますので、ぜひご活用ください。

○ 国保制度等に関するパンフレット
　保険証裏面の「臓器提供意思表示欄」への記載方法等と国民健康保険の給付や各種手続きのご案内に関す
るパンフレットを各世帯に配布しておりますので、内容をよくお読みになりご活用ください。

保　険　証

①

ジェネリック医薬品
希望カード

②

③
　
高
齢
受
給
者
証（
裏
面
）

送付物について

広報 みたね
mitane town

23



日赤秋田県支部
マスコットキャラクター

「
訴
訟
最
終
告
知
と
い
う
内
容
の
ハ

ガ
キ
が
届
い
た
が
、覚
え
が
な
い
」、

「
利
用
し
た
覚
え
が
な
い
架
空
の
請

求
を
受
け
て
い
る
が
、
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
」
と
い
う
相
談
が
、
全
国

の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

架
空
請
求
の
請
求
手
段
は
、ハ
ガ
キ
、

Ｓ
Ｍ
Ｓ
（
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
サ
ー

ビ
ス
）
な
ど
様
々
で
す
。
法
的
措
置
を

と
る
な
ど
と
記
載
を
し
た
り
、 

実
在
の

事
業
者
名
を
か
た
っ
て
本
物
と
思
わ
せ

た
り
し
て
、
消
費
者
の
不
安
を
あ
お
る

ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
ま
す
。 

　

ま
た
、
架
空
請
求
は
消
費
者
の
情
報

を
完
全
に
特
定
し
て
送
ら
れ
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
連
絡
し
て
し
ま

う
と
個
人
情
報
が
知
ら
れ
、
そ
の
情
報

を
基
に
さ
ら
に
金
銭
を
要
求
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
未
納
料
金
を
請
求

さ
れ
て
も
心
当
た
り
が
な
け
れ
ば
決
し

て
相
手
に
連
絡
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。 

　

訴
訟
○
○
セ
ン
タ
ー
等
を
名
の
り
消

費
料
金
の
件
で
訴
訟
を
開
始
す
る
と
い

う
ハ
ガ
キ
、
有
名
企
業
を
名
の
り
有
料

動
画
の
未
納
料
金
の
件
で
連
絡
が
必
要

と
い
う
Ｓ
Ｍ
Ｓ
等
が
届
い
た
場
合
は
、

「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
局
番
な
し

の
１
８
８
）」
を
活
用
し
、
本
当
に
支

１
．み
な
し
適
用
の
対
象
事
業

●

児
童
手
当

●

児
童
扶
養
手
当

●

保
育
園
、
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園
の

保
育
料

●

自
立
支
援
給
付
（
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
・
自
立
支
援
医
療
・
補
装
具
）

●

障
害
児
通
所
支
援

●

日
常
生
活
用
具
給
付
事
業

●

日
中
一
時
支
援
事
業　
　
　

等

２
．対
象
と
な
る
方

　

三
種
町
に
住
所
を
有
し
、
所
得
の
額
の

計
算
の
対
象
と
な
る
年
（
前
年
）
の
12
月

31
日
現
在
お
よ
び
申
請
日
現
在
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
し
て
い
る
方

⑴
婚
姻
歴
の
な
い
母　

　
　
　
　
　
　
　
　

控
除
額　

27
万
円

・
未
婚
の
状
態
で
母
と
な
り
、
現
在
も
婚

姻
状
態
（
事
実
婚
含
む
）
に
な
い
方

・
生
計
を
同
じ
く
す
る
20
歳
未
満
の
子
が

い
る
方

※
右
記
に
加
え
、
前
年
の
合
計
所
得
金
額

が
５
０
０
万
円
以
下
の
方
は
特
別
寡
婦

に
該
当
し
ま
す
。
控
除
額　

35
万
円

⑵ 

婚
姻
歴
の
な
い
父

　
　
　
　
　
　
　
　

控
除
額　

27
万
円

・
未
婚
の
状
態
で
父
と
な
り
、
現
在
も
婚

姻
状
態
（
事
実
婚
含
む
）
に
な
い
方

・
生
計
を
同
じ
く
す
る
20
歳
未
満
の
子

が
お
り
、
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が

５
０
０
万
円
以
下
の
方

３
．申
請
方
法

　

次
の
窓
口
で
申
請
書
類
一
式
を
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

●

福
祉
課
、
各
総
合
支
所
地
域
生
活
係

●

申
請
に
必
要
な
も
の

・
申
請
書（
窓
口
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
）

・
印
鑑

・
戸
籍
全
部
事
項
証
明
書

・
そ
の
他
必
要
に
応
じ
て
、
住
民
票
、
所

得
課
税
証
明
書
な
ど
の
提
出
を
求
め
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

払
い
が
必
要
か
ど
う
か
を
確
か
め
ま

し
ょ
う
。 

　

三
種
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
振
り

込
め
詐
欺
な
ど
、
今
起
き
て
い
る
悪
質

な
詐
欺
情
報
を
随
時
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
交
流
課　

商
工
係

☎
８
５
―
４
８
３
０

　

三
種
町
で
は
、
９
月
１
日
よ
り
、
未
婚
で
20
歳
未
満
の
子
を
養
育
す
る
ひ
と
り
親

家
庭
を
対
象
に
、
子
育
て
や
福
祉
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
税
法
上
の
「
寡
婦

（
寡
夫
）
控
除
」
が
適
用
さ
れ
る
と
み
な
し
て
、利
用
料
の
減
額
等
を
行
う
「
寡
婦
（
寡

夫
）
控
除
の
み
な
し
適
用
」
を
実
施
し
ま
す
。

◆問い合わせ先　福祉課　子育て支援係　☎85－4836  ・  福祉係　☎85－2190

架
空
請
求
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

義援金のお礼
　平成30年７月の台風７号及び梅雨前線等に伴
う大雨災害により、西日本を中心に甚大な被害が
出ました。
　山本赤十字奉仕団では、この災害で被災された
方々を支援するため、山本総合支所内に義援金箱

を設置しましたところ、多くの皆さまからご協力いただき、集
まりました金額（12,089円）を日本赤十字社秋田県支部を通
じて、被災地にお届けしました。
　あたたかいご支援ありがとうざいました。

寡
婦（
寡
夫
）控
除
み
な
し
適
用
の
ご
案
内

※
み
な
し
適
用
の
申
請
に
よ
っ
て
、
実
際
の

税
額
の
算
定
に
控
除
が
適
用
さ
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
み
な
し
適
用

を
申
請
し
て
も
、
所
得
の
状
況
に
よ
っ
て
、

利
用
料
等
の
減
額
等
に
な
ら
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
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◆問い合わせ先　福祉課　地域包括支援センター　☎85－4835

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

今
月
の
予
定

◆
転
倒
予
防
教
室

　

い
き
い
き
元
気
塾

●「いきいき元気塾」日程
地域 八竜地域 琴丘地域Ａ 琴丘地域Ｂ 山本地域

会場 八竜改善
センター パレス琴丘 パレス琴丘 山本公民館

月日 10月２日 10月９日 10月10日 10月16日

◆
認
知
症
予
防
教
室

　

わ
く
わ
く
！

脳
力
ア
ッ
プ
教
室

●
共
通
事
項

対　
　

象　

お
お
む
ね
65
歳
以
上

持
ち
物　

内
ズ
ッ
ク
、
飲
み
物

申
し
込
み　

随
時

　

※
教
室
は
毎
月
１
回
開
催
予
定

時　
　

間　

10
時
〜
11
時
30
分

おれんじカフェおれんじカフェ
認知症になっても地域で暮らすために

地域 山本地域 琴丘地域

会場 山本公民館 旧鯉川小学校

月日 10月３日 10月 17日

「脳力アップ教室」日程

●琴丘地域を利用される方へ
初めて利用される方は、琴丘地域Ｂを利用してい
ただきます。
●参加費　1,100円　
　　　　バランスボール（ミニ）代（お持ちでない方）

※八竜地域　11月の予定は11月６日です。

※山本地域　11月の予定は11月７
日です。●と　き　10月18日　13：30～15：00

●ところ　じょもん（琴丘地域拠点センター）
●参加費　無料（出入り自由）
認知症早期発見のためのもの忘れ相
談プログラムの体験ができます。

薬剤師さんのミニ講話  ～「高血圧の薬」～
　薬に関する相談などに対応していただきま

す。この機会にご相談ください。
　お薬手帳をお持ちの方はご持参ください。

　もの忘れで困っている方や家族、認知症の
方を支えたい方が集まってお茶を飲みながら
交流し、語り合う場です。どなたでもご参加
いただけます

【家族介護用品支給事業】
　在宅で介護を行っている家族に対し介護用品
を支給します。
〇介護用品（紙おむつ、尿とりパッド、使い捨
て手袋等）を支給
〇１か月当たりの支給相当額
　要介護度３　　　　5,000円
　要介護度４・５　　6,250円
　☆現物を宅配によりお届けします。
　（一回の宅配は、概ね３か月分です。）
【家族介護慰労金支給事業】
　介護を行っていることの慰労として、年額
10万円を贈呈します。
☆要介護４または５の認定を受け、過去１年間
に介護保険サービス等を利用せずに要介護者
を介護している家族（前回支給対象となった
方は、前回申請日から１年経過してからの申
請となります。）

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
申請について
●申請書は福祉課地域包括支援センター・各総
合支所地域生活係にあります。

●支給は審査を行い決定されます。支給要件等
がありますので地域包括支援センターまでお
問い合わせください。

〜
住
み
慣
れ
た
地
域
で

　

自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
〜

大
曲
地
区『
介
護
予
防
サ
ロ
ン
』

 

が
始
ま
り
ま
し
た

　

高
齢
に
な
っ
て
も
自
分
ら
し
い
生
活

が
で
き
る
こ
と
を
め
ざ
し
、
歩
い
て
行

け
る
身
近
な
地
域
の
会
場
（
サ
ロ
ン
）

で
、
介
護
予
防
や
、
支
え
合
え
る
場
所

づ
く
り
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
大
曲
地
区
で
、
８
月
下
旬

か
ら
12
月
上
旬
ま
で
の
約
３
か
月
間
に

わ
た
る
週
１
回
全
15
回
の
「
介
護
予
防

サ
ロ
ン
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

居
場
所
づ
く
り
や
、
地
域
の
介
護
予

防
に
関
心
の
あ
る
方
は
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

♪町民歌を歌ってお口の
　　ウォ―ミングアップ♪

手作りのボールで楽しみ
　ながら身体を動かします

脳トレで、脳も活性化！
マイペースで大丈夫!!　いつ
もと違うことをすることが
よいのです

在宅で高齢者を介護している
家族を応援します！

広報 みたね
mitane town
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医療機関
（連絡先）

能代厚生医療センター
健診センター（☎52‒3111）

関口レディースクリニック（☎53‒5121）
たかはしレディースクリニック（☎55‒0033）
成田産婦人科医院（☎52‒3317）

検診期間 H30年５月～H31年３月中 H30年10月～H31年２月中
検診項目 子宮がん検診・乳がん検診 子宮がん検診
受診方法 直接医療機関にお申込みください。当日は、保険証をお持ちください。

検診料金 検診当日、医療機関で支払っ
ていただきます。

検診当日、医療機関で支払いはありま
せん。後日、結果通知に同封する三種
町納入通知書により納めてください。

結果通知 医療機関から直接送付されます。 保健センターから送付します。

医
療
機
関
で
受
け
る

　
　

子
宮
が
ん
検
診
・
乳
が
ん
検
診

　

町
で
は
、
医
療
機
関
で
受
け
る
子
宮
が
ん
検
診
、
乳
が
ん
検
診
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
検
診
料
金
の
助
成
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
集
団
検
診
と
同
じ

料
金
で
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
年
ま
だ
検
診
を
受
け

て
い
な
い
方
は
、
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆受診できる医療機関

検診名 対象者 検査内容 検診料金
（自己負担額）

子宮がん検診 20歳以上の女性 子宮頸がん・卵巣超音波検診 1,500円

乳がん検診
40歳以上の女性 マンモグラフィ検査 1,000円
30歳～39歳の女性 乳房超音波検査 1,000円

◆対象者と検診料金 受診日現在、三種町に住所のある女性（平成31年３月31日現在の年齢）

○ 平成 29 年度から、乳がん検診の視触診はなくなりました。視触診を受け
たい方は、外科外来を受診してください。（保険診療）

○心臓にペースメーカーを入れている方は、乳腺超音波検査になります。

保健センター

☎83－5555

●

助
成
期
間

　

10
月
１
日
〜
平
成
31
年
２
月
28
日

●

助
成
額

　
　
　
　
　

１
人　
　

１
４
０
０
円

※ 

助
成
額
１
４
０
０
円
を
差
し
引
い
た
額

を
、
接
種
医
療
機
関
窓
口
で
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。

10
月
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
が
始
ま
り
ま
す

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

　自分のことや身近な方のことなどで、心の悩みや
精神保健福祉に関することについて相談したい方は
いらっしゃいませんか？ご希望の方は完全予約制で
すので能代保健所までお申込みください。

●相　談　日　10月23日 14：30～16：30
●相　談　医　能代保健所の嘱託医
●相 談 場 所　能代保健所
●申し込み先　企画福祉課　☎55－8023
※毎月開催しています。次回は11月27日です。

～能代保健所から10月の精神保健福祉相談のご案内～

◆次の方は検診料金が無料です
①「無料クーポン券」・「無料受診券」をお持ちの方 検診当日必ず持参
②平成31年３月31日現在の年齢が満40歳の方と満70歳以上の方
③非課税世帯の方(世帯を同じくする方全員が非課税）
　 検診用非課税世帯証明願の手続きが必要です。健康推進
課・各支所地域生活係で手続きをしてください。

　　手続きの際は、健康保険証か免許証をご持参ください。
④生活保護受給者
⑤検診日に満65歳以上で精神保健福祉手帳を所持している方
⑥検診日に満65歳以上で身体障がい者手帳（１～３級）を所
持している方
※すでに、集団検診や能代厚生医療センター・ＪＣＨＯ秋田病院の人間ドックを受けた方、今後予定のある方は重
複して受診できませんので、ご注意ください。

《注意》
能代厚生医療センターを受診する方
は、検診当日、受付に「該当条件を
証明する書類」を提出してください。
（当日提出できない場合は、無料にな
りませんので、ご注意ください）

◆
協
力
医
療
機
関

　
　

接
種
を
希
望
す
る
医
療
機
関
に
確
認
す

る
か
、
三
種
町
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
開
始
日

に
つ
い
て
は
、
各
医
療
機
関
に
直
接
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●

助
成
対
象

任意接種 定期接種
妊
婦

６
か
月
児
か
ら
高
校
生
相
当
（
平
成
12
年

４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
）
ま
で

接
種
日
に
満
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
高
度

心
・
肺
・
腎
機
能
不
全
者

※
対
象
者
と
な
る
方
へ
証
明
書
を
送
付
し

て
い
ま
す
。

接
種
日
に
満
65
歳
以
上

●

助
成
回
数

乳
幼
児
〜
13
歳
未
満

２
回

13
歳
以
上
〜
高
校
生
相
当
、
妊
婦
、

高
齢
者

１
回
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こころ通信

こころちゃん

み
ん
な
で
考
え
る　

心
の
健
康
づ
く
り

コ
ー
ヒ
ー
サ
ロ
ン
に
お
い
で
く
だ
さ
い

ウオーキング教室後半の部が開催されます
正しい歩き方、効果的な運動方法を身に付けてみませんか

　

八
竜
ど
う
も
の
会
コ
ー
ヒ
ー
サ
ロ
ン
（
清

水
愛
子
代
表
）
で
、
劇
団
わ
ら
び
座
で
活
躍

し
た
近
藤
眞
行
さ
ん
（
わ
ら
び
座
座
友
）
を

ゲ
ス
ト
に
サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

近
藤
さ
ん
か
ら
は
、
わ
ら
び
座
に
入
る
ま

で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
三
味
線
、
１
人
芝
居
な

ど
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

サ
ロ
ン
に
参
加
し
た
人
た
ち
か
ら
は
笑
い

が
あ
ふ
れ
、
あ
っ
と
い
う
間
の
ひ
と
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　

コ
ー
ヒ
ー
サ
ロ
ン　

じ
ょ
も
ん
（
大
山
陽

子
代
表
）
で
は
、
サ
ロ
ン
参
加
者
に
「
ロ
コ

モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
知
ろ
う
」
と
題

し
て
講
話
を
行
い
ま
し
た
。
お
話
し
て
く
れ

た
の
は
三
種
町
に
実
習
に
来
て
い
た
日
本
赤

十
字
秋
田
看
護
大
学
の
学
生
（
４
年
）
３
名

で
す
。

　

実
際
に
学
生
の
誘
導
の
も
と
自
宅
で
も
簡

単
に
で
き
る
実
技
も
行
い
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
は
食
生
活
や
ロ
コ
モ
の
予
防
に
つ
い
て

こ
れ
か
ら
も
実
践
し
て
い
き
た
い
と
の
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

八
竜
ど
う
も
の
会

　

コ
ー
ヒ
ー
サ
ロ
ン

コ
ー
ヒ
ー
サ
ロ
ン　

じ
ょ
も
ん　コーヒーサロンの開催日は広報の

行事予定でお知らせしています。

日　　時 会場・時間 内　　容
10月５日（金）

琴丘総合体育館
サブアリーナ
10：00～11：30

・ウオーキングについて
（講話・実技）

※動きやすい服装、水分
補給できるものをご持
参ください。

11月２日（金）
11月30日（金）
12月14日（金）
３ 月15日（金）

好評につき、追加での参加申込受付中です !!

看護学生 3名が、じょもんコーヒーサロ
ンに参加しました。

「歌って踊ってみんな元気 !!」をテーマにお話
していただきました。

◆問い合わせ先　保健センター　☎83－5555・FAX 83－3857

万歩計を貸出しています
　町では、健康増進を目的とする町民の方々に「万
歩計」を貸出しています。現在ウオーキングしてい
る方、これから始めたい方などお気軽にお問い合わ
せください。

広報 みたね
mitane town
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９
月
１
日
、
由
利
本
荘
市
で
開
催
さ

れ
た「
第
55
回
秋
田
県
消
防
操
法
大
会
」

に
能
代
市
山
本
郡
代
表
と
し
て
第
１
分

団
Ａ
班
（
館
村
）、
第
５
分
団
豊
岡
班

が
出
場
し
ま
し
た
。
両
チ
ー
ム
と
も
３

位
入
賞
と
大
活
躍
し
ま
し
た
。

　

９
月
９
日
、
鹿
渡
の
松
庵
寺
に
て
婚

活
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

三
種
町
出
会
い
創
出
事
業
と
し
て
開

催
さ
れ
た
「
お
寺
Ｄ
Ｅ
婚
活
！
」。
男

性
16
人
、女
性
12
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

座
禅
・
お
経
・
法
話
・
食
事
・
ペ
ア
ト
ー

ク
・
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
と
い
っ
た
流
れ
で

進
み
ま
し
た
。

　

法
話
で
は
、「
人
生
は
出
会
い
の
連

続
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
が
響
き
ま
し

た
。
そ
の
出
会
い
で
で
き
た
ご
縁
を
大

切
に
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
学
び
、
婚

活
に
つ
な
が
る
、
あ
り
が
た
い
お
話
で

し
た
。

　

食
事
・
ペ
ア
ト
ー
ク
と
い
っ
た
交
流

の
後
で
、
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
で
は
、
３
組

の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
て
い
ま
し
た
。

　

８
月
30
日
、
三
種
町
戦
没
者
追
悼
式

が
山
本
公
民
館
で
開
か
れ
、
遺
族
や
町

関
係
者
約
70
人
が
参
列
し
ま
し
た
。

　

黙
と
う
の
後
、
田
川
町
長
が
「
私
た

ち
は
、
先
の
大
戦
か
ら
学
び
取
っ
た
多

く
の
教
訓
を
忘
れ
ず
、
先
人
が
築
き
上

げ
た
歴
史
、
文
化
、
施
策
を
糧
と
し
、

町
民
が
一
丸
と
な
り
、
ま
ち
づ
く
り
に

力
強
く
歩
ん
で
い
く
こ
と
を
お
誓
い
申

し
上
げ
ま
す
」と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
後
参
列
者
は
御
霊
へ
献
花
と
追

悼
歌
を
捧
げ
た
あ
と
、
佐
々
木
長
光
さ

ん
（
萱
刈
沢
）
が
代
表
謝
辞
を
述
べ
、

参
加
者
全
員
で
戦
没
者
の
冥
福
と
、
平

和
を
誓
い
ま
し
た
。

婚
活
イ
ベ
ン
ト
ａ
ｔ
松
庵
寺

平
和
へ
の
思
い
新
た
に

戦
没
者
追
悼
式▲平和への思い新たに　

▲座禅の仕方を習って体験し、気持ちを整える　

第１分団　Ａ班

第５分団　豊岡班

全
県
大
会
で
大
活
躍

全
県
大
会
で
大
活
躍

第第
5555
回
秋
田
県
消
防
操
法
大
会

回
秋
田
県
消
防
操
法
大
会

大
会
結
果

■
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

　

第
３
位　

第
１
分
団
Ａ
班
（
館
村
）

■
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

　

第
３
位　

第
５
分
団
豊
岡
班

■
優
秀
選
手
賞

●

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

　

２
番
員　

國
柄　

清
樹

●
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

　

１
番
員　

田
村　

悠
人

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
生
活
課　

消
防
防
災
係　
　

　

☎
８
５
―
４
８
２
３

消
防
団
員
募
集

消
防
団
員
募
集

あ
な
た
の
想
い
が
、
こ
の
街
を

守
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
る

　

地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
、
将
来
の
担
い
手
と
な
る
若

い
力
を
募
集
し
ま
す
。
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９
月
９
日
、
道
の
駅
「
こ
と
お
か
」

で
秋
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
琴
丘
中
学
校
３

年
生
有
志
に
よ
る
ヨ
ッ
チ
ョ
レ
の
披
露

や
バ
ン
ド
演
奏
な
ど
の
催
し
が
多
数
行

わ
れ
、
ダ
ー
ス
コ
チ
ン
ド
ン
隊
の
皆
さ

ん
が
、
に
ぎ
や
か
に
会
場
を
練
り
歩
い

て
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

お
昼
か
ら
行
わ
れ
た
、
だ
ま
こ
鍋
の

振
る
舞
い
で
は
、
開
始
前
か
ら
長
蛇
の

列
が
で
き
、
用
意
さ
れ
た
５
０
０
食
は

あ
っ
と
い
う
間
に
完
食
。
ま
た
、
午
後

か
ら
は
、
じ
ゅ
ん
さ
い
の
ふ
る
ま
い
も

行
わ
れ
、
あ
い
に
く
の
雨
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
沢
山
の
方
が
会
場
を
訪
れ
、
三

種
町
の
味
覚
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

　

９
月
12
日
、
三
種
町
社
会
福
祉
協
議

会
に
森
岳
保
育
園
よ
り
車
椅
子
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。
秋
田
リ
サ
イ
ク
ル
ク
ラ

ブ
（
秋
田
市
・
鎌
田
昭
芳
代
表
）
の
活

動
に
賛
同
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
園

児
た
ち
が
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
の
も

と
、
平
成
26
年
４
月
か
ら
４
年
３
か
月

を
か
け
て
収
集
し
た
ア
ル
ミ
缶
と
プ
ル

タ
ブ
５
２
８
㎏
を
車
い
す
に
換
金
し
た

も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
年
長
組
の
園
児
14
名
が
施

設
を
訪
れ
、
児
玉
大
和
ち
ゃ
ん
と
、
珍

田
愛
梨
ち
ゃ
ん
が
、
利
用
者
代
表
の
近

藤
ナ
チ
ヱ
さ
ん
に
、「
い
つ
ま
で
も
元

気
で
い
て
く
だ
さ
い
」
と
車
い
す
を
手

渡
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
園
児
か
ら
歌
と
遊
戯
の
披

露
。
パ
ン
ト
マ
イ
ム
シ
ョ
ー
が
披
露
さ

れ
楽
し
い
時
間
を
す
ご
し
ま
し
た
。

　

９
月
15
日
か
ら
16
日
に
か
け
て
、
八

竜
地
域
で
秋
の
例
大
祭
が
お
こ
な
わ

れ
、
各
自
治
会
が
、
宵
宮
や
み
こ
し
で

秋
の
豊
作
を
祈
り
ま
し
た
。

　

９
月
16
日
、
大
谷
地
自
治
会
（
畠
山

勝
巳
会
長
）
で
は
、
大
谷
地
区
の
姥
御

前
神
社
に
玉
串
を
奉
納
し
て
神
事
を
執

り
行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
大
谷
地
分
館
（
畠
山
拓
哉

分
館
長
）
の
皆
さ
ん
が
、
み
こ
し
を
担

ぐ
と
、
子
供
た
ち
も
一
緒
に
な
っ
て
、

「
わ
っ
し
ょ
い
、
わ
っ
し
ょ
い
」
と
元

気
な
声
を
響
か
せ
な
が
ら
、
地
区
内
を

練
り
歩
き
、
沿
道
で
は
地
区
の
み
な
さ

ん
が
か
け
声
を
か
け
た
り
、
手
を
振
っ

て
、あ
た
た
か
く
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

秋
の
味
覚
満
載

道
の
駅
こ
と
お
か
秋
ま
つ
り

空
き
缶
を
車
い
す
に

森
岳
保
育
園
車
い
す
贈
呈

豊
作
と
地
域
の
元
気
を
願
い

大
谷
地
例
大
祭

▲とても良い乗り心地です

▲元気なかけ声とともに、みこしが練り歩く

▲だまこ鍋に長蛇の列

　

爽
や
か
な
秋
を
迎
え
、
読
書
・
食
欲
・
ス
ポ
ー

ツ
等
、
皆
様
そ
れ
ぞ
れ
の
秋
を
お
過
ご
し
の
こ

と
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
米
や
果
樹
等
、
実
り

の
秋
を
迎
え
た
農
家
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て

は
、
収
穫
に
ご
多
忙
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

台
風
21
号
の
四
国
・
近
畿
上
陸
、
北
海
道
胆

振
東
部
地
震
が
発
生
し
大
き
な
被
害
が
出
て
お

り
ま
す
。
当
町
で
も
台
風
21
号
・
９
月
10
日
の

大
雨
で
は
、
幸
い
に
も
人
的
被
害
は
な
か
っ
た

も
の
の
、
建
物
・
農
作
物
に
被
害
が
出
ま
し
た
。

毎
月
の
よ
う
に
起
こ
る
災
害
に
、
心
を
痛
め
る

ば
か
り
で
あ
り
ま
す
が
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に

は
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
、
一
日
も
早

く
日
常
生
活
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

　

９
月
は
、議
会
定
例
会
が
召
集
さ
れ
ま
し
た
。

29
年
度
決
算
を
審
議
す
る
大
事
な
議
会
で
あ
り

ま
す
。

　

皆
様
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
が
予
算

通
り
無
駄
な
く
執
行
さ
れ
て
い
る
か
を
、
議
員

皆
様
か
ら
審
議
し
て
頂
き
ま
し
た
。
30
年
度
も

折
り
返
し
を
過
ぎ
、
皆
様
か
ら
頂
い
た
ご
意

見
・
ご
提
言
に
応
え
る
べ
く
次
年
度
へ
向
け
て

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

秋
も
深
ま
り
、
日
ご
と

に
寒
く
な
り
ま
す
が
、
ど

う
ぞ
ご
自
愛
下
さ
る
よ
う

お
願
い
致
し
ま
す
。

町
長
室

町
長
室
か
ら
か
ら

町
長　
町
長　

田
川　

政
幸

田
川　

政
幸

広報 みたね
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９
月
、
八
竜
地
域
の
各
保
育
園
・
幼

稚
園
で
は
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

浜
口
保
育
園
で
は
、
さ
わ
や
か
な
秋

風
に
吹
か
れ
、
子
供
た
ち
が
元
気
に
か

け
っ
こ
や
玉
入
れ
、
ダ
ン
ス
を
披
露
し

て
い
ま
し
た
。

　

中
で
も
玉
入
れ
は
、
普
通
の
玉
入
れ

で
は
な
く
、
途
中
で
最
近
の
ヒ
ッ
ト
曲

が
流
れ
、
ダ
ン
ス
タ
イ
ム
が
入
る
と
い

う
目
新
し
い
も
の
で
し
た
。
子
供
た
ち

は
踊
っ
て
、
投
げ
て
、
走
っ
て
の
繰
り

返
し
で
し
た
が
、
と
て
も
楽
し
そ
う
で

し
た
。

　

わ
が
子
、
孫
の
成
長
を
見
届
け
よ
う

と
、
沢
山
の
家
族
が
観
客
と
な
り
、
声

援
や
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

８
月
27
日
、
誕
生
祝
金
の
贈
呈
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

兒
玉
大
介
さ
ん
・
さ
く
ら
さ
ん
（
鹿

北
）
の
、
ほ
の
か
ち
ゃ
ん
・
周し

ゅ
うち

ゃ
ん

（
４
月
13
日
生
ま
れ
）。

　

斎
藤
宗
さ
ん
・
明
日
夏
さ
ん
（
鹿
北
）

の
、
侑た

す
くち

ゃ
ん
（
4
月
10
日
生
ま
れ
）

で
す
。

　
「
二
人
仲
良
く
元
気
に
仲
良
く
育
っ

て
欲
し
い
」「
人
の
気
持
ち
に
寄
り
添

え
る
優
し
い
子
に
育
っ
て
欲
し
い
」と
、

我
が
子
の
成
長
へ
の
思
い
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

健
や
か
な
成
長
を

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
金
贈
呈
式

成
長
を
感
じ
る

浜
口
保
育
園
運
動
会

▲狙いを定め、投げ入れろ！

▲クアオルトシニアツアー
   （H28. ８.24　石倉山）

▲純喫茶「わらうかど」オープン
   （H29. ７. ９）

ほのかちゃんほのかちゃん 周ちゃん周ちゃん 侑ちゃん侑ちゃん

　

平
成
27
年
、
稲
穂
が
黄
金
色
に
垂

れ
る
頃
に
三
種
町
へ
移
り
住
ん
で
か

ら
早
や
３
回
目
の
秋
を
迎
え
る
こ
と

と
な
り
、
私
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
任
期
が
間
も
な
く
終
わ
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
３
年
間
、
ク
ア
オ
ル
ト
事
業

の
推
進
、じ
ゅ
ん
さ
い
の
販
路
拡
大
、

喫
茶
店
の
運
営
な
ど
様
々
な
活
動
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

自
分
な
り
に
精
一
杯
の
努
力
を
し

て
き
た
も
の
の
、
い
ず
れ
も
目
立
っ

た
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
な
く
、
中
途

半
端
な
形
で
活
動
が
終
わ
っ
て
し
ま

う
こ
と
に
つ
い
て
、
誠
に
残
念
で
あ

り
、
ご
期
待
い
た
だ
い
た
皆
様
に
は

申
し
訳
な
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。

　

ま
た
、
三
種
町
に
は
縁
も
な
い
東

京
か
ら
や
っ
て
来
た
オ
ッ
サ
ン
に
心

を
寄
せ
、
温
か
く
接
し
て
く
だ
さ
っ

た
こ
と
に
対
し
て
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
皆
様
に
支
え
て
い
た
だ

い
た
お
か
げ
で
不
自
由
な
く
田
舎
暮

ら
し
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
の
皆

様
の
ご
健
勝
と
三
種
町
の
ご
発
展
を

心
か
ら
お
祈
り
し
、
私
の
お
礼
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
市
川
聡
明
さ
ん（
東
京
都
出
身
）

が
任
期
満
了
に
伴
い
退
任
さ
れ
ま
す
。

　

市
川
さ
ん
よ
り
退
任
に
あ
た
り
皆
さ
ん
に
ご
挨
拶
を
頂

き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

市
川
聡
明
さ
ん
が
退
任

３
年
間
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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日時：10月18日（木）　10：00～11：30
場所：ゆめろん２階　  クアオルト運動室
●毎月第３木曜日に開催しています。

●申込みは不要ですが、入館料が必要です。
●ペースメーカーを使用されている方はご利用できません。
●裸足で測定します。（ストッキングやタイツ不可）

古代ロマンめぐり～三倉鼻コース～

　クアオルト健康ウオーキング特別企画として、『三倉鼻公園』の史跡をめぐるウオーキングの参加者を募集します。
　３回目の開催となる特別企画。今回は、八郎太郎伝説にまつわる夫殿大権現の祠や、俳人正岡子規が句を詠んだ
場所などを訪れます。ガイドの解説付きですが、歴史の勉強という難しいものではなく、地域の知られざる意外な
発見ができる楽しいイベントですのでお気軽にご参加ください。
【日　　時】　平成30年10月24日（水）　10：00～12：00
【集合場所】　道の駅ことおか　北側トイレ前

（集合後、バスで移動します。）
【内　　容】　三倉鼻公園の史跡をめぐり、脳トレをしながらウ

オーキングを楽しみます。
【定　　員】　20名
【持 ち 物】　飲みもの、雨具（※雨天時）
【申込期限】　10月19日（金）
【申込方法】　参加希望者は、クアオルト推進室まで電話でお申

し込みください。 三倉鼻公園の展望台からは八郎湖の眺めも楽しめます。

～クアオルト健康ウオーキング特別企画～

Check!

　申し込みは、受付開始日から先着順になりますので、ご理解のほどよろしくお
願いいたします。
　参加申込みをした方は、お忘れなく教室へご参加をお願いします。なお、申込み後ご都
合がつかなくなった方は、企画政策課クアオルト推進室まで必ずご連絡をお願いします。

クアオルト運動教室  参加者募集！！

◆問い合わせ先　企画政策課クアオルト推進室　☎85－4822　FAX 85－2178

の体組成計測定日のお知らせ

定員 申込期間
10月11日 10：00～11：00 温泉浴運動教室【一般コース】 10名 10月 1 日～10月 9 日
10月25日 10：00～11：00 温泉浴運動教室【一般コース】 10名 10月15日～10月23日

10月・11月 の浴室教室スケジュール

11月 8 日 10：00～11：00 温泉浴運動教室【一般コース】 10名 10月29日～11月 6 日
11月15日 10：00～11：00 温泉浴運動教室【初心者コース】 10名 11月 5 日～11月13日
11月22日 10：00～11：00 温泉浴運動教室【一般コース】 10名 11月12日～11月20日

11月12日 13：30～14：30 ポール＆ボール教室 10名 11月 2 日～11月 8 日
11月21日 10：00～11：00 ステップエクササイズ教室【一般コース】 10名 11月 9 日～11月19日
11月28日 10：00～11：00 ステップエクササイズ教室【初心者コース】 10名 11月16日～11月26日

定員 申込期間
10月15日 13：30～14：30 ポール＆ボール教室 10名 10月 5 日～10月11日
10月31日 10：00～11：00 ステップエクササイズ教室【一般コース】 10名 10月19日～10月29日

10月・11月 の運動室教室スケジュール

・浴室での教室　一人　月１回まで　・運動室での教室　一人　月１回まで　（ポール＆ボール・ステップエクササイズ合わせて）

10月

クアオルト健康ウオーキング体験
　町民祭の二日間、琴丘クアの古道コースでクアオルト健
康ウオーキングを行います。天空の森からは、日本海と白
神山地を眺めることができます。
　参加希望者は、当日、琴丘総合体育館メインアリーナ内
で開催しているクアオルト展示コーナーで受付をして、出
発時間の５分前までに集合場所にお集まりください。

日　　時 ①10月20日（土）　13：30出発
 ②10月21日（日）　13：30出発
集合場所 琴丘総合体育館　正面玄関前
コ ー ス 琴丘クアの古道
参 加 費 無　料 参加賞あります。

町民祭
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志戸橋番楽

生涯学 習通信
月号

教育委員会　☎87－2115（代表）
10

　

９
月
16
日
、「
伝
統
芸
能
の
祭
典
in

み
た
ね
」
が
山
本
ふ
る
さ
と
文
化
館
と

農
村
歌
舞
伎
会
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
会
場
で
は
、
地
域
の
伝
統
芸
能
の

す
ば
ら
し
い
演
技
に
、
大
き
な
歓
声
と

拍
手
が
巻
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
、
森
岳
小
児
童
が

考
案
し
た
森
岳
歌
舞
伎
弁
当
が
販
売
さ

れ
ま
し
た
。

　９月13日、浜口小学校へ、日本の最高峰オー
ケストラ・東京フィルハーモニー交響楽団が
やって来ました。80名による１時間半の演奏
で、児童や保護者、鑑賞に来た地域の人々を魅
了していきました。
　指揮体験やボディーパーカッションなどの参
加型プログラムでは、皆が一体になって楽しみ、
最後はフルオーケストラの伴奏に乗せて浜口小
学校校歌が歌われました。
　「楽しかった。面白かった。少しどきどきし
たけど、ボティーパーカッションをうまくやれ
た」と話してくれたのは浜口小４年荒谷隼さん。
　大人たちは閉演後も幻想的な空間に覚めやら
ず、「幸せな時間でした」「鳥肌が立ちました」
という声や、「オーケストラの伴奏で歌う子供
たちの声が優しくて素晴らしかった」「大人も
子供もお互い参加でき、地域が触れ合えて良
かった」といった感想が聞かれました。 ハープ ヴィオラ クラリネット

湖北小学校も頑張ります

会場総立ち！

皆でボディーパーカッション！

同じ曲でも
全く変わる！
指揮体験

総勢80名のフルオーケストラ

森岳子ども歌舞伎

鰄渕番楽（能代市）
森岳小児童による歌舞伎弁当の販売

山内番楽
（五城目町）

方言劇じゅんさい音頭

中館番楽

文化芸術による子供の育成事業

楽器紹介

東京フィルハーモニー交響楽団 巡回公演
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　数年後は、加速度的に少子高齢化が進行し、交通の便の
悪さも相まって、通院、買い物にも不便をきたし、地域の
存亡すら心配される状況になっていくと考えられます。
　しかし、地域で生活する私たちが、健康で、元気で

あれば、新しい道が開けていくものと確信しております。そこで、元気の源となる「お笑
い」を学び、実践することで、三種町を元気づけるために、公民館講座「お笑い専門学校」
を前期２回、後期２回にわたって実施します。お誘い合わせの上、ご参加ください（ただ
し、参加者が５名以下の場合は中止します）。

わ
た
し
の
主
張
２
０
１
８

〜
秋
田
県
大
会
県
北
地
区
予
選
〜

山本地域SC杯ランニングリレー大会
　９月17日に惣三郎沼公園でランニングリレー大会が初
めて開催されました。山本地域の小学生を中心に、16チー
ム64名のランナーがタスキをつなぎました。

優　勝：三種ＳＳＳＵ－12
（及位－佐藤－佐々木－檜森、23分37秒）

準優勝：ドラゴンファイターズ
（吉田－成田－小林－工藤、24分40秒）

第３位：ファイナルドラゴンズ
（今野－藤嶋－佐藤－関、24分41秒）

区間賞　第１区：及位悠生（５分19秒）
　　　　第２区：藤嶋寛隆（５分37秒）
　　　　第３区：石井蓮翔（５分49秒）
　　　　第４区：鈴木　柊（５分39秒）

▶▶結果結果 　高学年の部

優　勝：１億ドラゴンズナンバー１
（大久保－近藤－田中－小沢、12分35秒）

準優勝：ファイヤーゼット
（小澤－藤原－沖田－田村、12分49秒）

第３位：わんぱく４
（渋谷－櫻庭－近藤－児玉、13分07秒）

区間賞　第１区：小澤　駿（２分45秒）
　　　　第２区：藤原瑛音（３分13秒）
　　　　第３区：泉　　蓮（２分53秒）
　　　　第４区：小沢暖人（２分53秒）

　

９
月
15
日
、
琴
丘

公
民
館
に
て
、
読
み

聞
か
せ
グ
ル
ー
プ

「
大
空
」
に
よ
る
お

話
し
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
大
型
絵
本

や
ク
イ
ズ
、
手
作
り

人
形
劇
も
あ
り
、
子

ど
も
た
ち
は
楽
し
み

な
が
ら
真
剣
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

期日・内容
11月５日（月）
　コーヒーの基礎知識
11月12日（月）
　おいしいコーヒーのいれ方
11月19日（月）
　フードペアリング
時　間　13：30～
場　所　八竜公民館（八

竜改善センター）
定　員　10名

材料費　1,000円（３回分）
講　師　山本 眞紀子 さん
持ち物　コーヒーカップ、
サーバー、ドリッパー、ド
リップポット、ミル（お持
ちでなくても結構です）
申込み　八竜公民館

☎85－2177
（10月19日 17：00まで
に申し込みください）

　コーヒーのおいしさや楽しみ方を知って、ご家族や
お仲間と、また、ひとり静かに過ごすコーヒータイム
をより楽しいひとときにしてみませんか。

１回目　10月17日（水）仮題「笑いとは何か？笑いが世界を救う」
２回目　10月28日（日）仮題「笑わせるテクニック」

時　間▶10：00～11：30　　　　　　　　場所▶山本公民館
定　員▶15名（多数の場合は抽選します。）　講師▶渡邊紫山さん　受講料▶無料
申込み▶山本公民館　☎83－2353（10月９日 17：00までに申し込みください）
後期２回は11月に実施します。講師は杉澤徹（人星亭喜楽駄素）さん（能代市在住、日本笑い
学会会員）です。日時、内容は現在調整中です。
詳しい内容は、広報11月号に掲載するほか、前期参加者には、別途お知らせします。
※今回の講座は、三種町まちづくりマイスター「未来18の会」と協働で開催します。
※４回終了後、受講生による「お笑い専門学校発表会（交流会付き）」を計画しています。
※来年１月には、仮称「第１回お笑いマイスターグランプリ（ＯＭ１）」を開催し、初代チャンピオンを決定する予定です。

じょもんお話し会

　

９
月
５
日
、
鹿
角
市
立
八
幡
平
中
学

校
に
お
い
て
「
わ
た
し
の
主
張
２
０
１
８

秋
田
県
大
会
県
北
地
区
予
選
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
三
種
町
か
ら
は
、
山
本

中
学
校
３
年
生
の
田
村
駿
介
さ
ん
が
見

事
１
次
審
査
を
通
過
し
、
能
代
市
山
本

郡
か
ら
は
唯
一
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
青
少
年
健
全
育
成
事

業
と
し
て
中
学
生
を
対
象
に
家
庭
、
学

校
、
社
会
の
出
来
事
に
対
す
る
意
見
提

案
を
主
張
発
表
す
る
も
の
で
、
県
北
地

区
の
１
次
審
査
を
通
過
し
た
12
名
が
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
交
え
な
が
ら
審
査
員

及
び
約
２
０
０
名
の
観
衆
の
前
で
力
強

く
発
表
し
ま
し
た
。

　

田
村
駿
介
さ
ん
は
、「
情
報
の
伝
え

方
」
と
題
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
情
報
収
集
が
容
易
に
行
え
る

一
方
、
そ
の
情
報
の
伝
え
方
で
誤
解
を

招
い
た
り
、
本
質
か
ら
逸
れ
て
し
ま
う

な
ど
、
い
じ
め
や
誹
謗
中
傷
の
引
き
金

と
な
る
こ
と
を
指
摘
し
、
情
報
を
発
信

す
る
側
は
、
内
容
を
よ
く
調
べ
、
責
任

を
持
っ
た
情
報
の
伝
え
方
が
、
こ
れ
か

ら
の
社
会
で
は
更
に
重
要
に
な
る
こ
と

を
主
張
し
ま
し
た
。

　

惜
し
く
も
秋
田
県
大
会
出
場（
４
名
）

は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
堂
々
と
し

た
す
ば
ら
し
い
発
表
で
し
た
。

お笑い専門学校お笑い専門学校
山本公民館講座（前期２回）

▶▶結果結果 　低学年の部

入入入入

てててて
い

コーヒーしまコーヒーしま専科専科八竜公民館講座

「天然素材の優しい
ハンドクリームづくり」
日　時●10月27日（土）
　　　　13：30～
場　所●山本公民館
定　員●15名（多数の場合

は抽選します）
材料代●1,000円
講　師●大山えつ子さん

（ハーブインストラクター）
申込み●山本公民館

☎83－2353
（10月16日までに
申し込みください）

最終回最終終最終回

ニューライフニューライフ
スタイル講座スタイル講座

大好評！

広報 みたね
mitane town
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月　　日 行　　　事　　　名 場　　　所
10月６日 第11回白神カップ小学生卓球大会 山 本 体 育 館
10月６日 全県商工会青年部スポーツ交流会（野球） スカルパ野球場・山本野球場・八竜野球場
10月６日～８日 オータムキャンプ2018（高校女子バスケットボール） 琴 丘 総 合 体 育 館
10月８日 体育の日※町内体育施設無料開放 町 内 体 育 施 設
10月８日 第12回みたねマラソン大会 こ と お か 中 央 公 園
10月８日 三種町民グラウンドゴルフチャンピオン大会 ゆ め っ ぴ ぃ
10月８日 琴丘地域ＳＣ対抗マレットゴルフ大会 み た ね マ レ ッ ト 広 場
10月13日～14日 第16回秋田県中学校郡市選抜バスケットボール大会 琴丘総合体育館・山本体育館
10月20日 ＪＲ東日本秋田硬式野球部小学生野球教室 ス カ ル パ 野 球 場
10月20日 三種町スピードガンコンテスト ス カ ル パ 野 球 場
10月20日～21日 第13回三種町町民祭 琴 丘 総 合 体 育 館
10月20日～21日 東北地域リーグ（社会人バスケットボール） 山 本 体 育 館
10月28日 第59回６市４郡剣道大会 山 本 体 育 館

10月のスポーツ・文化行事

と　　き　10月21日（日）
集合場所　ＪＲ鹿渡駅前（町バスにて午前８時出発）
内　　容　三種町で文化財登録されている房住山全

石像を巡ります。
　　　　　・三十三観音　No.1～33
　　　　　・番外石像　No.①～⑨
コ ー ス　ぼうじゅ館➡滝の上登山口➡頂上（昼食、休憩）

➡寺屋敷跡➡小新沢登山口➡鹿渡駅前（解散）

あきたの縄文遺産パスポートあきたの縄文遺産パスポート
小学生版小学生版（JOSPA KIDS！）（JOSPA KIDS！）
シールラリー開催中！シールラリー開催中！

◆琴丘歴史民俗資料館「縄文の館」「三種の館」
所在地　鹿渡字東小瀬川51番地
入館料　大人210円、高大学生100円、

小中学生50円
20名以上の団体　各半額

開館日　火・水・土・日
９：00～16：30
木・金
事前に生涯学習
係までご連絡く
ださい

休館日　月、第３水、年末年始

三種町琴丘歴史民俗資料館「縄文の館」

期　日　10月７日（日）　11時スタート
監　督　渡辺　　淳
コーチ　大村　幸信　　児玉　憲一
選　手　信太　貴俊（金岡小） 小沢　和真（湖北小）

檜森　星那（浜口小） 小栗美唯菜（湖北小）
鈴木　　翔（八竜中） 金子　翔空（八竜中）
髙橋すばる（八竜中） 成田　　歩（八竜中）
大村　彩華（八竜中） 兒玉　心燈（琴丘中）
日諸　莉瑚（八竜中） 近藤　　優（能代工高）
田中　雅也（能代高） 大村　優奈（秋田中央高）
近藤　大貴（下岩川） 岩谷　惇也（秋田市）
嶋田　裕介（森　岳） 野呂田美保子（森　岳）
児玉　樹理（鯉　川） 菊地　次郎（秋田市）
荒谷　義光（大　口）

このユニホーム
が

目印

参 加 費　500円（保険料ほか、当日徴収）
募集人数　20名（定員になり次第締め切り）
申込み先　琴丘総合体育館　☎87－2222
申込期限　10月15日（山の会会員は別途通知）
そ の 他　小雨決行　昼食、雨具持参
主　　催　三種町山の会
後　　援　三種町体育協会、ＮＰＯ法人三種町観光協会

　県内の小学校６年生を対象にシールラリーが開催
中です。県から配布されたパスポートを持っている
小学生は、シールを集めてビンゴになると、縄文グッ
ズがもらえます。三種町では琴丘歴史民俗資料館「縄
文の館」が対象施設になっています。
　なお、琴丘歴史民俗資料館は、今年４月より、火・

水・土・日に管理人が常駐
して開館されています。ま
た、隣接しております「三
種の館」は、明治初頭に建
てられた中門づくり形式の
民家を移転修復したもので
す。ぜひ併せてご見学くだ
さい。

◆問い合わせ先　生涯学習係　☎87－2113
　　　　　　　　琴丘公民館　☎87－3232

紅葉の房住山 町民登山募集

縄文時代の生活がわかるジオラマもあるよ

　今年のふるさとあきたラン！は、鹿角市道の駅お
おゆを発着に32.9㎞の鹿角路で争われます。全員
駅伝で上位入賞を目指してがんばるので応援よろし
くお願いします。

秋田25市町村対抗
ふるさとあきたラン！鹿角大会
三種町チーム結成
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ラ
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地
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中
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金
岡
小
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校
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インフォメーションインフォメーション

［動脈硬化検査］
［心電図・血圧/24時間測定］他、

ドラゴンクリニック
院長　菊　地　次　郎

医療法人　徳州会

三種町浜田字上浜田１ 各種予防接種も実施中ですので
電話85ー4666までお問い合わせください。

内科　循環器内科　整形外科（スポーツ整形）

各種検査実施

 ドラゴン祭り開催 ドラゴン祭り開催
日時　10月8日（月）祝日　10：00～ 14：00
場所　ドラゴンクリニック　デイケア室

参加ご希望の方は、会場と昼食の関係で事前に診療所受付までお電話ください

毎年
恒例

広告

「
秋
田
琴
丘
ウ
イ
ン
ド

フ
ァ
ー
ム
建
設
工
事
」
に

伴
う
林
道
通
行
の
お
知

ら
せ

　

三
種
町
琴
丘
稜
線
の
風
力
発

電
所
建
設
工
事
に
伴
う
お
知
ら

せ
で
す
。

●

通
行
区
間　

林
道
琴
丘
稜
線

●

期　

間　

10
月
3
日
、
お
よ

び
、
10
月
10
〜
20
日
の
う
ち
1

日
間

※
荒
天
等
に
よ
り
延
期
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
日
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、
確

定
し
だ
い
林
道
入
口
に
案
内
看

板
を
設
置
い
た
し
ま
す
。

●

時　

間
：
7
時
〜
17
時

●

通
行
車
両
・
台
数
：
10
ｔ
コ

ン
ク
リ
ー
ト
ミ
キ
サ
ー
車　

約

１
３
０
〜
１
４
０
台 

／
１
日

※
期
間
中
は
ガ
ー
ド
マ
ン
が
誘

導
し
、
通
常
通
り
通
行
で
き
ま

す
が
、
大
型
車
両
と
の
す
れ
違

い
に
ご
注
意
願
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
…

現
場
責
任
者　

東
光
電
気
工
事

株
式
会
社　

松
本
泰
昇

（
☎
０
８
０
―
８
４
４
８
―
９
２
２
５
）

事
業
者　

秋
田
琴
丘
ウ
イ
ン
ド

フ
ァ
ー
ム
合
同
会
社

問
い
合
わ
せ
窓
口 

Ｓ
Ｂ
エ
ナ

ジ
ー
株
式
会
社 

地
域
貢
献
推

進
部　

中
島
ち
は
る

（
☎
０
３
―
６
８
９
９
―
２
６
６
３
）

お
と
も
苑
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

生
き
生
き
学
習
は
年
齢
を
問

わ
ず
一
般
の
方
が
た
が
自
由
に

参
加
で
き
る
教
室
で
す
。

●

歌
謡
教
室

　

10
月
27
日　

13
時
〜
16
時

●

陶
芸
教
室

　

10
月
11
日　

10
時
〜
正
午

※
10
月
の
休
館

　

１
、９
、
15
、
22
、
29
日

問
い
合
わ
せ
先
…

高
齢
者
交
流
セ
ン
タ
ー
お
と
も
苑

（
☎
５
８
―
５
２
９
５
）

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

●

と　

き　

10
月
18
日

　
　
　
　
　

14
時
〜
16
時

●

と
こ
ろ

　
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

図
書
室

●

要
予
約
。
1
名
あ
た
り
30
分

以
内
の
相
談
と
な
り
ま
す
。（
最

大
4
名
ま
で
）

　

一
般
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
支
援
者
の

方
も
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
事
業
は
赤
い
羽
根
共
同

募
金
の
配
分
金
を
利
用
し
て
お

り
ま
す
。
今
年
度
は
12
月
、
平

成
31
年
2
月
に
も
開
催
予
定
で

す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…

三
種
町
社
会
福
祉
協
議
会　

（
☎
８
３
―
４
８
６
１
）

（
Ｆ
Ａ
Ｘ 

８
３
―
５
１
１
５
）

認
知
症
特
別
相
談
会

　

医
師
、
介
護
従
事
者
、
認
知

症
の
人
と
家
族
の
会
の
方
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

●

と　

き

　

第
１
回　

10
月
20
日

　

13
時
か
ら
16
時
ま
で

　

第
２
回　

12
月
15
日

　

13
時
か
ら
16
時
ま
で

●

と
こ
ろ　

　

第
１
回　

秋
田
県
社
会
福
祉

会
館
１
階　

相
談
室

　

第
２
回　

秋
田
県
社
会
福
祉

会
館
９
階　

第
１・
２
会
議
室

※
相
談
は
無
料
で
す
が
、
事
前

に
予
約
が
必
要
で
す
。

相
談
時
間
は
お
一
人
30
分
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
…

秋
田
県
高
齢
者
総
合
相
談
・
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
１
８
―
８
２
４
―
２
２
７
５
）

行
政
書
士
に
よ
る

無
料
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　

各
種
許
認
可
、
遺
言
、
相
続

手
続
き
な
ど
の
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。

●

と　

き　

10
月
13
日

　
　
　
　
　

10
時
〜
15
時

●

と
こ
ろ　

能
代
市
文
化
会
館

問
い
合
わ
せ
先
…

秋
田
県
行
政
書
士
会
山
本
支
部

（
☎
７
９
―
２
０
０
８
）

　
　
　
（
支
部
長　

浅
利
）

能
代
調
停
協
会

無
料
調
停
相
談
会
の
お
知
ら
せ

●

と　

き　

10
月
19
日

　
　
　
　
　

10
時
〜
15
時

●

と
こ
ろ　

能
代
簡
易
裁
判
所

●

相
談
内
容　

【
民
事
】
金
銭
貸
借
、
保
証
、

相
隣
関
係
、
交
通
事
故
な
ど

【
家
事
】
夫
婦
関
係
、
慰
謝
料
、

財
産
分
与
、
相
続
な
ど　

　

能
代
調
停
協
会
調
停
委
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
…能

代
調
停
協
会

（
☎
５
２
―
３
２
７
８
）

「
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日

相
談
所
」
及
び
講
演
会
「
相

続
に
つ
い
て
」
の
ご
案
内

●

と　

き　

10
月
７
日

10
時
〜
15
時
（
講
演
会
は
13
時

〜
14
時
）

●

と
こ
ろ　

秋
田
地
方
法
務
局

●

主
な
相
談
内
容

◎
土
地
・
建
物
の
相
続
登
記
や

抵
当
権
の
抹
消
登
記
に
関
す
る

こ
と
◎
遺
言
・
後
見
な
ど
の
公

正
証
書
に
関
す
る
こ
と
◎
隣
地

と
の
境
界
に
関
す
る
こ
と
◎
い

じ
め
や
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の

人
権
問
題
に
関
す
る
こ
と

●

相
談
担
当
者　

公
証
人
、
司

法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、

人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

●

講
演
会
講
師

　

鈴
鹿
寛
公
証
人

●

そ
の
他　

相
談
・
講
演
参
加

は
無
料
で
す
。
ま
た
、
予
約
優

先
で
す
。
相
談
は
秘
密
を
厳
守

し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
予
約
先
…

秋
田
地
方
法
務
局
総
務
課

（
☎
０
１
８
―
８
６
２
―
６
５
３
１
）

も
う
、
チ
ェ
ッ
ク
し
た
？

秋
田
県
最
低
賃
金

　

時
間
額　

７
６
２
円

　

10
月
１
日
か
ら
最
低
賃
金
が

変
わ
り
ま
す
。

　

秋
田
県
最
低
賃
金
は
、臨
時
、

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
等
、
県

内
の
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用

さ
れ
、
労
使
合
意
の
上
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
最
低
賃
金
額
以

上
の
賃
金
を
支
払
わ
な
い
こ
と

は
、
最
低
賃
金
法
違
反
と
な
り

ま
す
。

詳
し
く
は
…

秋
田
労
働
局
賃
金
室

(

☎
 ０
１
８
―
８
８
３
―
４
２
６
６)

ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監

督
署
ま
で

消
費
生
活
セ
イ
フ
テ
ィ
講

座
受
講
者
募
集

　

安
全
・
安
心
な
消
費
生
活
を

送
る
た
め
に
必
要
な
知
識
を
学

ぶ
た
め
、
次
の
と
お
り
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

　

申
込
は
、電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
で
お
名
前
、
年
齢
（
年

代
）、
住
所
、
連
絡
先
を
お
知

ら
せ
下
さ
い
。

●

講　

師    

料
理
研
究
家　

　

瀬
田
川　

千
秋　

氏

●

開
催
日　

　

平
成
30
年
10
月
29
日

●
時　

間　

13
時
30
分
か
ら

　
　
　
　
　

15
時
30
分
ま
で
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●
会　

場　

大
館
市
立
上
川
沿

公
民
館
第
１
研
修
室

●
定　

員　

50
人

●

受
講
料　

無
料

●

申
込
期
日　

10
月
22
日

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
…

秋
田
県
生
活
セ
ン
タ
ー
北
部
消

費
生
活
相
談
室

（
☎
０
１
８
６
―
４
５
―
１
０
４
１
）

（
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
１
８
６
―
４
３
―
２
２
７
０
）

（
メ
ー
ル　

kitasou@
m
ail2.

pref.akita.jp

）

平
成
30
年
度
後
期
技
能
検

定
を
実
施
し
ま
す

●

実
施
職
種
等

・
特
級
（
14
職
種
）

・ 

１
級
及
び
２
級

　
（
26
職
種　

31
作
業
）

・
３
級
（
８
職
種　

８
作
業
）

・ 

単
一
等
級

　
（
１
職
種　

１
作
業
）

●

受
検
申
請
書
の
受
付

・
場
所　

秋
田
県
職
業
能
力
開

発
協
会
、
各
地
域
の
技
能
セ
ン

タ
ー
、
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
等

・
期
間　
10
月
１
日
〜
10
月
12
日

　
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

●

実
技
試
験
実
施
日

　

12
月
３
日
〜
平
成
31
年
２
月

17
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
秋
田

県
職
業
能
力
開
発
協
会
が
指
定

す
る
日

●

学
科
試
験
実
施
日

　

平
成
31
年
１
月
27
日
、
平
成

31
年
２
月
３
日
、
平
成
31
年
２

月
６
日
、
平
成
31
年
２
月
10
日

（
※
等
級
、
職
種
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。）

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
秋
田
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
受
検
案
内
」

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
御
覧
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
…
秋
田
県
職
業

能
力
開
発
協
会

（
☎
０
１
８
―
８
６
２
―
３
５
１
０
）

「
Ａ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
」

開
催
の
お
知
ら
せ

　

秋
田
県
内
で
の
就
職
を
希
望

す
る
方
を
対
象
と
し
た
「
Ａ

タ
ー
ン
フ
ェ
ア
in
東
京
」
を
開

催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
県
内
企
業
ブ
ー
ス

に
よ
る
企
業
説
明
会
や
個
別
面

談
、
Ａ
タ
ー
ン
希
望
者
を
対
象

と
し
た
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
や
各
相

談
ブ
ー
ス
に
よ
る
就
職
相
談
や

移
住
相
談
等
を
行
い
ま
す
。

　

ご
家
族
、
お
知
り
合
い
の
方

で
Ａ
タ
ー
ン
就
職
希
望
の
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
是

非
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●

と　

き

【
Ａ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
in
東
京
】

●

日　

時

　

平
成
30
年
10
月
28
日

　

11
時
30
分
〜 

16
時
10
分

●

会　

場

　
浅
草
橋
ヒ
ュ
ー
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル

●

対　

象

・
秋
田
県
内
へ
の
就
職
を
希
望

す
る
全
て
の
方
（
学
生
も
可
）

問
い
合
わ
せ
先
…

Ａ
タ
ー
ン
プ
ラ
ザ
秋
田
（
秋
田

県
東
京
事
務
所
）

住
所　

東
京
都
千
代
田
区
平
河

町
２
―
６
―
３ 

都
道
府
県
会

館
７
階

（
☎
０
１
２
０
―
１
２
２
―
２
５
５
）

公
共
職
業
訓
練
12
月
期
生

を
募
集
し
ま
す

●

訓
練
期
間

　

平
成
30
年
12
月
6
日
〜

　
　
　

平
成
31
年
６
月
28
日

　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
か
月
）

●

会　

場

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田

（
潟
上
市
）

●

訓
練
科
（
定
員
）

・
テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
科（
若
年
者
コ
ー
ス　

15
名
）

・
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
施
工
科
（
若
年

者
コ
ー
ス
10
名
）

●

募
集
期
間

　

10
月
3
日
〜
10
月
31
日
ま
で

●

受
講
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先
…

秋
田
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン

タ
ー
（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋

田
） 
訓
練
課　

受
講
者
第
一
係

（
☎
０
１
８
―
８
７
３
―
３
１
７
８
）

塚
本
タ
カ
セ
率
い
る
三
種
町

ゴ
ス
ペ
ル
ク
ワ
イ
ヤ　

参
加

者
募
集
！
（
目
標
50
人
！
）

　

今
こ
そ
、
歌
の
ち
か
ら
で
、

秋
田
を
盛
り
上
げ
よ
う
！

●

第
1
回
練
習
日

　

平
成
30
年
10
月
8
日
（
15
時

〜
17
時
）

　

八
竜
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
に
て
（
三
種
町
役
場
と
な

り
）

●

運
営
費
は
１
回
に
つ
き

５
０
０
円
、
高
校
生
以
下
は
無
料

　

参
加
希
望
は
下
記
ま
で
。
当

日
直
接
会
場
へ
来
て
い
た
だ
い

て
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

　

今
後
、
月
1
回
の
塚
本
タ
カ

セ
・
ゴ
ス
ペ
ル
教
室
を
開
催
予

定
、
そ
の
後
、
み
ん
な
で
企
画

す
る
「
タ
カ
セ
ラ
イ
ブ
」
に
て

発
表
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま

す
！

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…

三
種
町
ゴ
ス
ペ
ル
ク
ワ
イ
ヤ
立

上
げ
有
志
の
会
（
金
子
桂
子
・

水
野
京
子
）

（
☎
０
１
８
５
―
８
５
―
２
０
０
１
）

（
金
子
）

（
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
１
８
５
―
７
２
―
４
１
３
４
）

（
水
野
）

10
月
は
不
正
軽
油
一
掃

強
化
月
間
で
す

　

不
正
軽
油
と
は
、
軽
油
に
灯

油
や
重
油
を
混
ぜ
る
な
ど
し
て

不
正
に
製
造
さ
れ
た
燃
料
を
い

い
、
そ
の
製
造
や
使
用
は
、
軽

油
引
取
税
の
脱
税
や
環
境
汚
染

に
も
つ
な
が
る
非
常
に
悪
質
な

行
為
で
す
。

　

秋
田
県
で
は
、
10
月
を
不
正

軽
油
一
掃
強
化
月
間
と
し
、
事

業
所
な
ど
へ
の
立
ち
入
り
や
、

自
動
車
燃
料
の
引
取
に
よ
る
不

正
軽
油
の
調
査
を
強
化
し
て
い

ま
す
。
職
員
が
調
査
に
伺
っ
た

際
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先
…

秋
田
県
税
務
課

（
☎
０
１
８
―
８
６
０
―
１
１
２
４
）

八
峰
町
の
ぶ
な
っ
こ
ラ
ン
ド

で
自
然
散
策（
ハ
イ
キ
ン
グ
）

と
ク
ラ
フ
ト
作
り
（
工
作
）

●

と　

き

　

10
月
28
日（
日
）
９
時
30
分

〜
13
時
30
分（
受
付
９
時
20
分
か

ら
）

●

と
こ
ろ

　

八
森
ぶ
な
っ
こ
ラ
ン
ド
（
八

峰
町
）

●

対　

象

　

４
歳
位
か
ら
小
学
校
３
年
生

位
ま
で
の
親
子
（
先
着
15
組
程

度
）

●

参
加
費　

無
料

　

お
に
ぎ
り
、
飲
み
物
な
ど
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●

申
し
込
み
方
法

　

参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
10

月
25
日
（
木
）
ま
で
に
事
前
に

左
記
あ
て
に
電
話
か
メ
ー
ル
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
…

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
推
進
能

代
山
本
地
区
協
議
会

（
山
本
地
域
振
興
局 

福
祉
環
境

部 

児
童
・
生
活
保
護
班
）

（
☎
５
５
―
８
０
２
０
）

（
メ
ー
ル　

yam
afuku@

pref.
akita.lg.jp

）

　三種町プレミアム商品券が完売とな
りました。御購入の皆様ありがとうご
ざいます。
　使用期限は平成31年１月31日と
なっておりますので、取扱店でお忘れ
なく御使用をお願いします。

広報 みたね
mitane town
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行事予定

10月
町の人口と世帯数

●人　口 16,828人 （-20）
　 【男】 7,834人   （- 1）
　 【女】 8,994人   （-19）
●世帯数 6,974戸   （+ 6）
※平成30年８月末現在、（  ）内前月比

　「ニュース見たけど大丈夫ですか？」
大雨のニュースをみた母から携帯メール
が届きました。メールは無理と言ってい
たのに、孫たちと連絡をとりたくて一生
懸命おぼえたようで、孫もびっくりする
上達ぶりだとか。何事も学ぶのに遅いと

言うことはないですね。
　そんな母も、いつもは手紙をくれます。
故郷、鹿角のポストカードに短く近況な
ど、優しい文面にホッコリします。つた
ない文章しか書けない自分に恥ずかしく
一度も返したことはないのですが…母を
見習い町のポストカードに近況など書い
て送ってみようかと思っています。  （将）

日 曜日 行　　　　　事　　　　　名
1 月 能代山本地区子育て支援センター合同交流会「おともだちがいっぱい！」（能代市総合体育館　10：00～11：30）
2 火 転倒予防教室　いきいき元気塾（八竜改善センター　10：00～11：30）
3 水 認知症予防教室　わくわく！脳力アップ教室（山本公民館　10：00～11：30）
4 木

5 金
特設人権相談所開設（パレス琴丘　10：00～15：00）
健康相談・コーヒーサロン（琴丘地域拠点センター　9：30～11：30）
ウオーキング教室（琴丘総合体育館　10：00～11：30）
浜口保育園開放日　「楽しく遊びましょう」（10：00～11：00）

6 土
7 日 犬の登録と狂犬病予防注射（八竜地域　８：45～11：30）
8 月 体育の日
9 火 転倒予防教室　いきいき元気塾　琴丘地域Ａ（パレス琴丘　10：00～11：30）
10 水 転倒予防教室　いきいき元気塾　琴丘地域Ｂ（パレス琴丘　10：00～11：30）
11 木 三地区なかよし交流会「りんご狩りしましょ！」（わにさん農園  ９：45～11：30）雨天時：保健センター

12 金 ２歳児歯科健診（保健センター）
鵜川保育園開放日　「おもちゃで遊びましょう」（10：00～11：00）

13 土
14 日 犬の登録と狂犬病予防注射（琴丘地域　９：00～11：35）
15 月

16 火
琴丘地域行政相談所（ひまわりセンター　10：00～15：00）
転倒予防教室　いきいき元気塾（山本公民館　10：00～11：30）
健康相談・コーヒーサロン（金陵の館　13：30～15：30）
わくわくひろば「大きくなったかな！（発育測定）」（琴丘保育園　９：30～11：30）

17 水
山本地域行政相談所（山本公民館　10：00～12：00）
八竜地域行政相談所（八竜改善センター　10：00～12：00）
認知症予防教室　わくわく！脳力アップ教室（旧鯉川小学校　10：00～11：30）
メロンキッズひろば　「発育測定＆ハロウィングッズを作りましょう」（八竜改善センター　９：30～11：30）

18 木
おれんじカフェ（じょもん　13：30～15：00）
健康相談・コーヒーサロン（山本公民館　9：30～11：30）
ドラえもんひろば「収穫感謝！さつま汁食べよう/発育測定」（森岳保育園　９：30～11：30）

19 金
がん患者のつどい（保健センター　13：30～）
八竜保育園開放日　「焼き芋パーティー」（９：30～10：30）
八竜幼稚園開放日　「焼き芋パーティー」（10：00～11：00）

20 土
21 日
22 月 健康相談・コーヒーサロン（すいらんの館　13：30～15：30）
23 火
24 水
25 木 健康相談・コーヒーサロン（八竜改善センター　13：30～15：30）

「わくドラメロンでおさがり交換会」（森岳保育園　９：30～11：30）
26 金
27 土 犬の登録と狂犬病予防注射（山本地域　９：00～12：05）
28 日
29 月
30 火
31 水 時間外収納窓口（役場税務課、山本・琴丘総合支所　17：15～19：00）

～三種の輪 町民祭で つなげよう～　第13回 三種町町民祭
とき 10月20日～21日　ところ 琴丘総合体育館

平成30年10月 38




